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今日 、
個性的で魅力ある地域づく

りのため 、
さまざまな活動が展開さ

れています 。

その活動にあたって 、「人・モノ・

情報のネットワーク」
が重要視され

ているのはいうまでもありません 。

それは 、
まちづくりを進めていく上

で 、
そのネットワークを活かしなが

ら感性を磨き 、
お互いが刺激しあう

ことにより自己を高め 、
制造力や新

たな意欲などの醸成に繋がってくる

ものと思われます 。

県内のまち 、、つくり活動グループに

おいても 、
各種のイベントや学習会

など 、
相互にネットワークを活かし

てつにしていました 。

ながらお互いが学び 、
高まりながら 、-

ふるさとがやすらぎとうるおいに満

ち 、
誇れる地域を目指し 、
懸命に取

り組む姿が見受けられます 。

そこで 、
特集のメインテlマ「地

域を担う人材育成|まちづくり塾か

ら|」
の第三集として 、
それぞれの

まちづくり塾やグループで様々
な機

会を捉え 、
ネットワークの形成やふ

るさとづくりが 、
どのような活動を

通して進められているのかを探るた

め 、
今号ではサブテ!マ『まちづく

りネットワーク』
として編集するこ

とにいたしました 。

特集 H地域を担う人材育成

ーまちづくり塾からlu
表紙の言葉

三津地区で 、「平成船

手組」
の町を博物館に

というイベントに参加

しました 。
昔から港町で栄えた

三津の風情ある町並み

をあらためて認識しま

した 。渡し舟棋では名物の

でびらの作業を忙しそ

柳
原

あや子
でびら干し松

山市三津浜
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皆さんは 、
県内に人が住む島が

いくつあるかご存じでしょうか 。

人が住む島は 、
東は新居浜市大島

から南は津島町竹ヶ島まで 、
三十

六島あります 。
このうち 、
離島振

興法の「離島」
には 、
松山市の輿

居島を除く三十五の島が指定され

ています 。
これらの離島を有する県内十九

の市町村長と議長で構成する団体

が愛媛県離島振興協議会で 、
各種

の雌鳥振興事業の円滑な推進と会
員相互の連絡協調の場として活動

しています 。

離島地域のまち 手つくりは 、
これ

まで離島振興法により 、
本土との

ハンディキャップを解消するため

に 、
道路・
港湾・
漁港等の生活・

生産基盤の整備を重点に取り組ま

れ 、
近年は 、
これらに加え 、
簡易

水道 、
公共下水道 、
集落排水等 、

生活環境而の整備が進み 、
島民の

暮らしも格段に向上して参りまし

サ九 。しかし 、
離島地域は本土に比べ

十年先をいくといわれる高齢化の

進行 、
進学・
就臓による若年者の

島外流出と 、
たいへん厳しい現実

があります 。
これらの謀題を解決

するため 、
現在 、
平成四年度に策

定された愛媛県離島振興計画に

沿って 、「二十一
世紀に向け若者

が定住できる魅力ある島づくり」

を基本目標として 、
ハード・ソフ

ト両而から離島地域の振興に取り

組んでいるところです 。

若者の定住に関しては 、
既に 、

南予の真珠やハマチ養殖の盛んな

島や 、
伊予柑栽培が安定している

中予の島では 、
後継者が育ってい

ます 。
また 、
離島青年協議会とい

う離島の地域づくりに取り組む青

年たちの団体も 、
活発に活動する

などの事例も見受けられますが 、

まだまだ少数で 、
ほとんどの島で

は若者は減っています 。

若者の定住が進んだ事例から考

えられる定住の要件としては 、

O居住環境の整備

O安定的な就業の場の確保

O比較的近くに都市機能を享受で

きる拠点都市があること

O気軽に交流できる仲間の存在

などが挙げられますが 、
さらに付

け加えるとすれば 、
県内で後継者

のいる地域では 、
家庭や地域で若

者を育成し 、
能力を活かすシステ

ムが 、
廃史の中で生活習慣として

形成されていると思われ 、
若者の

定住意識を醸成する家庭や地域の

役割も重要と考えられます 。

もちろん 、
地域づくりを日々
実

践する行政の役割が重要であるこ

とは言、つまでもありません 。

私は 、
行政の最終目標は 、
そこ

に住む全ての人々
が 、
いつまでも

安心して住み続けたいと願う幸せ

な暮らしを 、
安定的に確保するこ

とだと考えています 。
特に 、
本県

離島地域の究極の目標は 、
四方を

海に固まれているという離島のハ

ンディキャップの解消 、
すなわち

橋等で本土と結ぼれることです 。

幸い 、
平成十年度には西瀬戸自

動車道が開通の見込みであり 、
ま

た 、
このルート上にない島を結ぶ

架橋構想もあり 、一
部地域では工

事が進んでいます 。
本土と陸続き

になることは 、
離島の課題の多く

チ二
度に解決することになるので 、

今後とも当協議会では最重点項目

の一っとして 、
架橋の早期実現を

強力に推進して参りたいと考えて

います 。



先日二日間の日程で 、
宮窪町民

百三十二名が 、
大分県玖珠町を訪

問し 、
水軍交流会を行った 。
これ

は 、
昨年玖珠町より百九十七名が 、

水寧のルlツを求めて当町を訪れ
たことに始まる 。

慶長六年に玖珠町の「豊後森」に

移封され 、一
万四千石の大名にな

った村上水軍来島氏の末商たちが

四百年を経て 、
初めて水軍に関す

る伝統文化の交流を目的とし 、
当

町に水軍交流会を求めてきた 。
そ

して今年は 、
当町が玖珠町を訪ね

ることになった 。

早朝に出発し子二
行は 、
夕方に

なって 、
水軍が築いた豊後森大通

りに着いた 。
初めて見る豊後森の

大通りに感激 。
私達一
行は 、
先頭

に鎧武者を並べ 、
次には献上の干

しだこを吊し 、
その後へ陣羽織姿

で 、
水軍旗を棚引かせながら行進

を始める 。
更に 、
ホラ貝を吹きド

ラを，鳴らす 。
現代の「能島水軍行

列」
は 、
静かな町に大事件を起こ

したようだ 。
通りに人垣ができ 、

途中の広場に差し掛かると 、
久留

島水軍太鼓の歓迎を受けると共に 、

ミス豊後森に着物姿で静かに誘導

して頂く 。
また 、
通りに仕掛けら

れた広報無線で詩を読むように 、

豊後森の紹介や歓迎の言葉が流れ

る等 、
心憎いまでの演出である 。

次に 、
検問から無形文化財の山路

踊りが出ての歓迎 。
行列が進み 、

拍手が増す 。
熱き思いを感じなが

ら行列も終わりが近づき 、
過去の

歴史文化を共有する者だけが分か

ち合うことのできる感動の一
時を

味わった 。
水箪交流の会場は 、
かつて水軍

が住居を構えていたという今の

「久留島庭閤」
で 、
それを利用し

た屋外ステージが 、
魅力あるもの

に仕上がっていた 。
薄暗くなって

ステージがライトアップされ 、
両

町の交流会が始まった 。
交流会を

仕掛けた両会長(水軍ふるさと

会・
森軒先市実行委員会) 、
両町

長のあいさつの後 、
当町の「お神

楽」
を披露した 。
これは 、
水先案

内とか 、
悪魔払いの意味が込めら

れている 。
宮窪戸代地区の伝統行

事で 、「チャンカチャンカ」
とリ

ズミカルに舞うのが特徴である 。

六百人からの拍手で会場を大いに

沸かせた 。
次に 、
庭図上の末広神

社に特設されたBステージから 、

ギタl演奏が始まり 、
ライトで浮

ぶ高いステージは 、
空の上から音

楽が流れてくるような 、
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チ yクな雰囲気であった 。
また 、

所どころにかがり火が焚かれ 、
サ

イドにはイルミネーションで同町

のマlクが輝き 、
宮窪の字も浮か

んでいた 。
次は 、
当町の「子供能島水軍太

鼓」
の出演である 。
ホラ貝を吹き

パチを打ち込む音も見事に合って

おり 、
響く太鼓の音は 、
観客を魅

了したようだ 。
この日のために練

習を積み重ねてきただけに 、「見

事にやってのけた」の感がし 、ホッ

とした 。
つなぎに入れるギターの

音が 、
静寂を呼び 、
さらに玖珠町

の「子供久留島水軍太鼓」
の演奏

が始まった 。
観客広場では 、
芝生の上で焼き

肉パーティーが盛り上がり 、
立ち

のぼる煙が 、
電灯の光を浴びて幻



想的である 。
夜も段々
と更け 、
会

食もお聞きの時聞が来たが 、
参加

者はご機嫌で 、
終わるのを惜しん

でいるようだ 。
フィナーレは 、
参

加者全員による玖珠町の盆踊り 。

玖珠町で知り合った人達に踊りを

教えて頂き 、
輸になって踊った 。

初めは 、小さな輸であったが 、次々

に人が集まり 、
大きな輪へ広がっ

ていく 。
本当にこの人達といつま

でも踊っていたいと思った 。
昨年

は 、
当町で交流会をし 、
そして今 、

玖珠町で大歓迎を受けている 。
お

そらく手作りであるバーベキュー

用(七厘)
等の住民から借り受け能島水軍行列

や六百人収容の会場設営の飾り付

けなどは 、
大変な労力が必要だっ

たのではないかと思う 。
交流会に

望むに当たり 、
両町の打ち合わせ

は大まかに行い 、「当日をお楽し

みに」
ということにした 。
おそら

く 、
私たちが予想外の歓迎に感激

することを彼らは予測していたの

である 。それに 、多くのボランティ

アの方々
、

そして地域の協力がな

ければできないことだと思う 。「奉

仕する行為L
の行使しかないので

ある 。
行事の趣旨を初めから理解

してくれる人もいるし 、
最後まで

理解してくれない人もいるだろう 。

ボランティアは強制ではなく 、
先

ず 、
理解によって協力が得られる

のではないか 。
また 、
ボランティ

ア活動は 、
純粋に取り組まなけれ

ばならない 。
そして 、
その行為が

感動を与え 、
また 、
ボランティア

の輪も広がっていくと思う 。
その

ことを理解している仕掛人たちは 、

意気に感じ 、
体力の限界まで動く

ことを惜しまない 。
玖珠町の森軒

先市実行委員会は 、
早くから今日

の交流会の準備をされており 、
昨

年の交流会を記念して「大島石L

で金太郎・桃太郎の彫刻(宮内宏

作)
二体を通りと公園に据え 、
宮

窪町のPRを図っていたのだ 。
大

分県は「村おこし」
の先進地であ

るだけに 、
心憎い仕掛けをするな

と思った 。
そして 、
当町の鎧を着

てドラを鳴らしての演出行進によ

り 、
交流会の入場券を求める住民

で混雑が起こり 、
二百団体のボラ

ンティア活動の協力を得たという 。

水寧交流会は同町のエネルギーが

重なり合って成功したと言える 。

しかし 、
この水箪交流会につい

て 、
同町から来年の話は出てこな

かった 。
それは 、
続けて同じこと

を行っても無意味であることを知

っているからである 。

玖珠町は 、
高速道路が出来よう

としている 。そして当町は 、
瀬戸

内海大橋の建設が進んでいる 。
両

町とも通過点にならないために努

力をしなければならない共通の悩

みがある 。
玖珠町は 、
それを打破

するために歴史を訪ね「海の問」

宮窪町へ 。
当町は 、
水箪文化を求

めて「山の町」
玖珠町へ 。
それが

水軍交流会

この交流を実現したと言える 。
今

後 、
両町の交流の方向性は分から

ないが 、
様々
な自発性を期待した

い 。
そして私自身も感動を与えて

くれたこの町を再度訪れ 、
隅々
ま

で知りたいと思う 。
また将来 、
共

通する歴史遺産を持つ両町が協力

し合って発展することを願ってい

る 。最後に 、
この「水軍交流会」
を

切っ掛けに 、
今後 、
宮窪町と玖珠

町とがこのネットワークを大切に

して 、
お互いに学び合い 、
刺激し

合うことで 、
自分たちの町をもう

一
度 、
見つめ直していきたいと

思っている 。
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媛
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・
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部
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泉
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重
信
町 、

東
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を
周
桑
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丹

原
町 、

南
部
を
上
浮
穴
郡
久
万
町 、

面

河
村
に
接
す
る
面
積一
一

0
・

八
六
附

の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た 、

松
山
市
の

近
郊
農
村 、

郊
外
住
宅
地
域
で
あ
り 、

内
陸
工
業
や
流
通
産
業
も
盛
ん
な
町
で

す 。
人
口
は 、

大
正
か
ら
昭
和
の
終
戦
時

ま
で
は
ほ
ぼ
一

万
人
で
推
移
し 、

昭
和

二
十
五
年
に
約
一

万
二
千
人
と
な
る 。

そ
の
後 、

徐
々
に
減
少
し
て
い
っ
た
が 、

昭
和
五
十
年
の
約
九
千
人
を
下
限
に
再

び
上
昇
に
転
じ 、

平
成
六
年
十
一

月
一

日
現
在
で
一

万
六
百
人
強
と
な
っ
て
い

ま
す 。今

後
の
川
内
町
に
か
か
る
諸
条
件
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見
る
と 、

今
年
十
一
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十
六
日
に
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四

国
縦
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自
動
車
道
及
び
川
内
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
開
設
さ
れ 、

ま
た
国
道
十

一

号
バ
イ
パ
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等
の
道
路
整
備
に
よ
り 、

松
山
平
野
の
東
玄
関 、

陸
上
交
通
の
要

衝
と
し
て
の
位
置
付
け
は
ま
す
ま
す
高

ま
る
と
と
も
に 、

工
業
・

流
通
団
地
の

整
備
等
に
よ
り

経
済
活
動
が
活
発
と
な

り 、

人
口
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら 、

都
市
化
の
進
展
が
予
想
さ
れ
ま

す 。で
は 、

こ
う
し
た
発
展
を
約
束
さ
れ

た
町
に
「
ま
ち
お
こ
し」

が
必
要
な
の

で
し
ょ
う
か 。

ま
ち
づ
く
り

塾
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
か
?

私
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す 。

自
に
見
え
る
モ
ノ
(
ハ
l
ド)

は
着

実
に
整
備
さ
れ 、

見
た
目
に
も
発
展
を

実
感
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が 、
問

題
は
そ
の
中
身
(
ソ
フ
ト)
、

つ
ま
り

人
材
と
か
文
化
と
か 、

あ
る
い
は
人
の

笑
顔
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 。

ま
ち e
つ
く
り
を
一

つ
の
製
造
業
と
し

て
捉
え
る
な
ら
ば 、

ハ
ー
ド

は
あ
く
ま

で
原
材
料
に
し
か
過
ぎ
ず 、
寸

ひ
と

L

が
知
恵
を
出
し 、

設
計
し 、

機
械
を
つ

く
り 、

そ
し
て
原
材
料
を
使
っ

て
加

工
・

製
造
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す 。

「
ひ
と

」

づ
く
り
を
行
う
一

つ
の
手

法
と
し
て 、

塾
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ

う
か 。

今
川
内
町
桜
花
塾

私
達 、

川
内
町
桜
花
塾
は
平
成
元
年
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十
二
月
に
町
の
呼
び
か
け
で
「

川
内
町

の
二
十
一
世
紀

を
担
う
人
材
育
成」

と

い
う
名
目
で
町
内
の
各
界
の
若
者
を
集

め
て
設
立
さ
れ
ま
し
た 。

当
初
は 、

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し

を
始
め 、

学
習
・

研
修
を
行
っ
て
き
ま

1レ
れ~。そ

ん
な
中
で 、

滑
川
地
域
と
い
う
過

疎
と
高
齢
化
の
進
む
地
域
の
活
性
化
を

目
指
し 、

源
為
朝
終
駕
の
地
と
い
う
伝

説
を
活
か
し
て 、
「

滑
川
た
め
と
も
祭

りL

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し 、

今

年
で
三
回
目
を
数
え
て
い
ま
す 。

や
新
た
な
塾
の
設
立

そ
ん
な
活
動
の
中
か
ら 、

滑
川
在
住

の
桜
花
塾
生
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
「

滑



が
誕
生
し 、

川
ふ
る
さ
と
塾」

滑
川
地

区
の
若
者
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す 。

ま
た 、

桜
花
塾
の
今
年
の
活
動
の
一

つ
で
あ
る
「

農
村
と
都
市
部
の
交
流
拠

点
づ
く
り」

に
つ
い
て
学
習
す
る
中
か

ら 、

井
内
と
い
う
地
区
の
田
ん
ほ
で
松

山
の
若
者
達
に
米
(
も
ち
米)

づ
く
り

を
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た

。

十
月
末
に

は
収
穫
祭
な
る
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま

し
た 。

こ
れ
は 、

都
市
部
住
民
と
の
交

流
を
通
じ
て 、

こ
れ
か
ら
の
農
業
の
在

り
方
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す 。

加
え
て 、

井
内
在
住
の
桜
花
塾
生
も

ま
た 、

井
内
の
活
性
化
を
地
域
住
民
と

と
も
に
考
え
る
た
め
に
「

井
内
愛
桜
会L

と
い
う
ま
ち ε
つ
く
り
グ
ル
ー

プ
を
結
成

し
ま
し
た

。

来
年
度
よ
り
本
格
的
に
活

動
を
展
開
す
る
と
の
こ
と
で 、

桜
花
塾

と
し
て
も
協
力
を
惜
し
ま
な
い
つ
も
り

で
す 。

こ
う
し
て 、

桜
花
塾
生
に
よ
る
新
た

な
塾
設
立
の
動
き
は 、
一

見
桜
花
塾
の

分
裂
ま
た
は
弱
体
化
を
促
す
よ
う
に
も

見
え
ま
す
が 、

実
は
ま
ち
づ
く
り
の
多

様
性
を
引
き
出
し 、

か
つ
桜
花
塾
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
核
と
な
っ
て
町
内
住

民
の
協
力
体
制
を
強
化
し
て
い
く
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す 。

令
町
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

川
内
町
だ
け
で
ま
ち ε
つ
く
り
を
考
え

て
も
「

井
の
中
の
蛙L
で
は
な
い
で
し
ょ

、、っ・カヮ・

井内お田植祭

県
外
研
修
を
行、
つ
に
つ
れ 、

も
っ
と

問
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り 、

今
年
の
一

月 、

丹
原
若
者
塾
(
T
Y
C)

へ
お
じ
ゃ
ま

し
て
交
流
会
を
行
い
ま
し
た 。

彼
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
を

学
ぶ
中
で 、

グ
身
近
な
町
で
あ
り
な
が

ら
こ
ん
な
に
も
違
う
の
か
!u

と
痛
感

し 、

今
年
度
よ
り
も
う
少
し
掘
り
下
げ

た
交
流
を
し
て
み
よ
う
と 、

共
同
研
究

睡-ahr

グ
ル
i 。

フ
『
C
h
e
r
r
y
-

w
a
y

』

を
設
立
し 、

今
年
か
ら
始
ま
っ
た
県
の

助
成
を
受
け
て
活
動
し
て
い
ま
す 。

丹
原
町
と
川
内
町
は
桜
三
里
を
挟
ん

で
隣
り
合
っ
て
い
る
の
に 、
現

在
双
方

の
問
の
交
流
は
皆
無 。

私
達
は 、

交
流
の
復
活
を
通
し
て 、

お
互
い
が
ま
ち
づ
く
り
に
切
碓
琢
磨
で

き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す 。

今
年
八
月
に
は 、

川
内
町
の
塩
ヶ

森

ふ
る
さ
と
公
園
で
T
Y
C
の
イ
ベ
ン
ト

ノ
ウ
ハ
ウ 、

ア
ー

チ
ス
ト
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を
お
借
り
し
「

塩
ヶ

森
サ
ン

セ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ク」

を
開
催
し
ま
し
た

。

T
Y
C
メ
ン
バ
ー
と
の
打
ち
合
わ
せ
な

ど
に
よ
る
交
流 、

ア
ー

チ
ス
ト
と
の
出

ム一品
い

、

第3回滑川ためとも祭 り

チ
ケ
ッ
ト
を
売
り
歩
く
中
で
出

会
っ
た
方
々
:
:
:
。

い
ろ
ん
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す 。

し
か
し 、

そ
れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
だ

と
言
え
る
の
か
と
い
え
ば
疑
問
を
感
じ

ま
す 。

お
互
い
に
刺
激
材
料
・

発
奮
材
料
と

し
て
捉
え 、

と
も
に
学
び
と
も
に
教
え

合
う 、

そ
ん
な
関
係
を
創
り
あ
げ
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す 。

そ
う
し
た
観
点
か
ら
も
今
後
ま
す
ま

す
両
塾
生
同
士
の
交
流
を
行
い

、

い
つ

で
も
気
軽
に
教
え
合
い
助
け
合
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す 。

塩ヶ森サンセ ッ ト フ ォ ー ク
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や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
っ
て

私
自
身 、

語
学
力
に
は
余
り
自
身
が

な
く
「

ネ
ッ
ト
ワ
ー

クL
と

い
う
言
葉

を
自
分
な
り
に
「

ネ
ッ
ト」
と
「

ワ
l
ク」

に
分
け
て
理
解
し
て
い
ま
す 。

本
来
は

通
信
網
の
こ
と
を
指
す
の
で
し
ょ
う
が 、

私
は 、

網
を
使
う
生
活 、

網
を
使
っ
た

仕
事
と
解
釈
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た 。

虫
で
例
え
る
な
ら
「

ク
モ
」 、

職

業
で
例
え
る
な
ら
「

漁
師」

が
適
当
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す 。

こ
れ
は 、

両

者
と
も
綱
を
使
い

、

獲
物
を
捕
ま
え
る

と
い
う
こ
と
か
ら
想
像
し
た
も
の
で
す 。

こ
こ
で 、

二
つ
の
こ
と
が
問
題
に

な
っ
て
き
ま
す 。
一

つ
は 、

網
の
大
き

さ
で
す 。

共
に
生
活
が
か
か
っ
て
い
ま

す
か
ら
小
さ
く
て
は
当
然
網
に
掛
か
る

量
も
少
な
く
な
り 、

生
活
を
維
持
し
て

い
く
の
は
大
変
で
し
ょ
う 。

そ
う
す
れ

ば
大
き
い
網
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が 、

網
を
つ
く
る
の
に
膨
大
な
時
間
と

労
力
が
必
要
で
あ
り 、

つ
く
り
上
げ
た

か
ら
と
い
っ
て 、

大
き
な
網
を
あ
や
つ

る
こ
と
は
大
変
な
作
業
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か 。

二
つ

目
は 、

網
の
目
で
す 。

例

え
ば 、

自
分
の
欲
し
い
小

さ
な
獲
物
が
い
た
と
し
ま

す 。

そ
れ
を
捕
ま
え
る
の

に 、

大
き
な
目
の

網
を

使
っ
た
ら
逃
げ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す 。

ま
た
逆
に 、

大
き
な
獲
物
を
捕
ま
え
る

の
に
小
さ
な
目
の
網
の
必

要
も
な
く 、

大
き
な
目
の
網
で
十
分
の

は
ず
で
す 。

こ
こ
で
述
べ
た
二
つ
の
こ
と
か
ら 、

網
は
獲
物
に
応
じ
て 、

大
き
さ
と
綱
の

目
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が 、

ネ
y
ト
ワ
ー

ク

に
お
い
て
も 、

目
的
に
応
じ
て
適
当
な

大
き
さ
が
大
切
で
あ
り 、

ま
た 、

そ
れ

を
上
手
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す 。

や
坂
本
龍
馬
と
河
辺
村

H
龍
馬
は
脱
藩
し
て
大
き
く
な
っ
た 。

河
辺
村
は
龍
馬
で
大
き
く
な
るH

を
合

言
葉
に
河
辺
村
で
は 、

坂
本
龍
馬
に
あ

や
か
り 、

各
種
イ
ベ
ン
ト

の
開
催 、

龍
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「坂本龍馬像」 前にて

馬
グ
ァ

ズ
の
販
売
等
を
行
っ
て
い
ま
す 。

今
年
は 、
「

第
六
回
全
国
龍
馬
フ
ァ

ン
の
集
い
」

を
当
村
で
開
催
し
ま
し
た 。

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
の
長
崎
県

ま
で 、

全
国
の
龍
馬
研
究
会
会
員
の
方

を
は
じ
め
約
百
二
十
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た 。
「

エ
l
!

本
家
の
高
知
県
は

分
か
る
が 、

北
海
道
か
ら
!

秋
田
か

ら
!

東
京
か
ら
!

な
ん
で
こ
の
愛
媛
の

河
辺
村
ま
で
来
る
ん
?」

こ
れ
が 、

私

の
最
初
の
言
葉
で
し
た 。

龍
馬
と
言
え

ば 、

西
郷
隆
盛
と
桂
小
五
郎
の
仲
を
取

り
持
ち 、

薩
長
同
盟
を
結
ば
せ 、

江
戸

幕
府
を
崩
壊
さ
せ
た
男
と
し
て
有
名
で

す
が 、

こ
の
時
代
に
人
と
人
と
を
結
ば

せ
る 、

今
で
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く

り
を
し
て
い
た
人
物
な
の
で
す 。

今
回 、



河
辺
村
に
全
国
の
龍
馬
フ
ァ
ン
が
集

ま
っ
て
来
ら
れ
た
の
も 、

そ
の
時
代
に

龍
馬
と
そ
の
土
地
の
聞
に
某
か
の
縁
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
と
と
も

に 、

龍
馬
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
広
さ
に

驚
か
さ
れ
て
い
ま
す 。

や
私
の
思
い

私
は 、

組
織
づ
く
り 、

村
お
こ
し
に

は
『

元
気』
『

勇
気』
『

や
る
気』

の一一一

つ
の

H
気H

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す 。

そ
し
て 、

ネ
y
ト
ワ
l

ク ε
つ
く
り

に
は 、そ
の

中
の

H
元
気
な
あ
い
さ
つ
H

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す 。
「

お
は
よ
うL

「
お
や
す
み
」
「

こ
ん
に
ち
は」

の
い

ろ
い
ろ
な
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
す 。

例

え
ば 、

見
知
ら
ぬ
人
同
士
が
出
会
っ
た

時
に
交
わ
す
あ
い
さ
つ
は 、

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り 、

そ
の

後
の
お
互
い
の
関
係
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う 。

そ
の
あ
い
さ

つ
が 、

元
気
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
大

切
で
す 。

。

そ
し
て
あ
い
さ
つ
を
す
る

こ
と
は 、

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が 、

一

つ
の
あ
い
さ
つ
か
ら
広
が
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク 、

こ
の

H
あ
い
さ
つ
H

こ
そ
が 、

組
織
づ
く
り
・

村
お
こ
し
の
上
で
大
切

な
要
素
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す 。

令
新
し
い
風

私
は 、
「

K
A
I

援
隊」
(
仮
称)

と

い
う
グ
ル
ー

プ
を
結
成
す
べ
く 、

只
今 、

気
の
合
う
仲
間
と
楢
を
酌

道

み
交
わ
し
な
が
ら
準
備
を

恥
進
め
て
い
ま
す 。

K
A
I

槽
援
隊 、

言
わ
ず
と
知
れ
た

坂

坂
本
龍
馬
の
海
援
隊
か
ら

-つこ

モ
ジ
っ
た
も
の
で 、

か
わ

穆
べ
の

H
K
AH

と
ア
イ
デ

叫
ン
テ
ィ

テ
ィ
、

イ
ン
タ
レ

わ

ス
ト

の
H
Iu

を
組
み
合

わ
せ
た
も
の
で
す 。

キ
ー

ワ
ー
ド
は
ρ

酔
うH

と
い
う
言
葉
に
置

き 、

キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー

ズ
は

H
河
辺
を

知
っ
て 、

好
い
て 、

お
も
し
ろ
くH

で

決
ま
り
!

河
辺
に
酔
い
な
が
ら 、

澗
に

酔
い
な
が
ら 、

私
達
の
河
辺
村
を
優
し

く 、

住
み
よ
く
し
た
い
と
い
う
の
が
グ

ル
ー

プ 苧
つ
く
り
の
動
機
で
し
た 。

そ
の

た
め
に
は 、

自
己
の
研
修
に
努
め
な
が

ら 、

自
分
の
意
見
・

ア
イ
デ
ィ

ア
を
語

り 、

行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

そ
し
て 、

も
う
一

つ
、

協
力
す
る
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
す 。
一

人
で
何
役
も
こ
な
す
こ
と
の

で
き
る
人
も
い
ま
す
が 、

協
力
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
忘
れ
て
い
る
人
が
い
る

の
も
事
実
で
す 。

皆
で
一

緒
に 、

物
事

を
成
し
遂
げ
た
あ
と 、

充
実
感
を
味
わ

い
、

感
動
を
分
か
ち
合
う
た
め
に
も 、

こ
の
協
力
と
い
う
姿
勢
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す 。

何
分
に

も
急
に
思
い
立
っ
た
事
な
の
で 、

何
か

ら
始
め
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す 。

で
も 、

河
辺
を
H

ナ
ン

バ
ー

ワ
ン
H

H
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
H

に
し

た
い
気
持
ち
が
「

元
気」
「

勇
気」
「

や

を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
て
い
ま

る
気」

す 。

結
成
準
備
段
階
で 、

仲
間

の
意
見
を
大
切
に
し 、

組
織
の
長
だ
け

が
名
前
を
連
ね
る
よ
う
な
実
行
委
員
会

形
態
で
は
な
く 、

実
際
に
行
動
す
る
仲

間
で
構
成
す
る
実
践
型
の
隊
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す 。

私
の
夢
は 、

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す 。

隊
で
は 、

かわベジ‘ャ ンボカルタ大会

7 



行実験に成功して 、
丁度百年目に

あたりました 。

これに際して 、
市内外の各種団

体が 、
様々
な記念事業を企画しま

した 。
その中で 、
当青年部は青年

経済人として何をすべきかを検討

し 、
事業を通じて会員のレベル

l
il--

アップゃ 、
地場産業の活性化を目

、

ーノ
指して 、
広く一
般市民に二宮忠八

flitL
/」
翁をPRすることを目的に忠八翁

事業企画会を設置しました 。

それまで 、
八幡浜市は 、Hみか

んと魚の町H
というキャッチフ

レーズで町を売り出しておりまし

たが 、
さらに二宮忠八翁をクロー

ズアップさせることにより 、
八幡

浜市の知名度が上がると共に 、
市

活性化の切り札になると考えまし

た 。

八幡浜市商工会議所青年部が 、

昭和五十六年九月に設立し 、
記念

すべき十年目の年平成三年は 、
八

幡浜市が世界に誇る郷土の先覚者

である二宮忠八翁が 、
ゴム動力飛

特に 、
今回の企画活動の中で原

動力となったのは 、
漫画家の製鉄

ヒロシ先生に書いて頂いたシンボ

ルマ1クであり 、
沢口敏夫先生の

キヤ yチコピ1「天才は忘れた頃

に飛んでいた」
は 、
全国に広くP

Rするには最高のものとなりまし

た 。平成四年には 、
北九州で開催さ

れた 、
航空ショl並びに東京銀座

TOTOパピリオンでの二{呂忠八

翁のPR 、
忠八グyズの即売会を

実施 、
平成五年には 、
岡山ラジコ

ンフライトショlに復元された

「玉虫型飛行機」
の展示を行いま

した 。
マスコミ等の宣伝効果もあ

りますが「二宮忠八翁」・
「八幡

浜市」
をご存じの方々
が増え大変

嬉しく思っています 。

以上のように 、
二宮忠八翁を広

くPRすることにより 、
八幡浜市

をより多くの方々
に知ってもらう

ことを目的に 、
各種イベントに積

極的に参加し続けましたが 、
会員

の中から「イベント屋で終わって

はいけない 、
今までに近隣市町村

との交流は行ってきたが ;飛ぶ・

空の町H
をキーワードに交流を考

「夢飛行」 の際

8 

えてみてはどうかL
との意見が出

されました 。
そして 、
模索・
研究

する中 、
今から二百年以上前の江

戸時代 、
琉球王朝に仕える安里周

当(あさとしゅうとう)
という人

物が 、
自作の羽ばたき機で空を飛

び沖縄県南風原町の地元では 、「飛

ぴ安里」
という愛称で呼ばれてい

ることを知りました 。
南風原町で

は 、
昭和六十二年 、
飛行二百周年

を機会に顕彰事業に取り組み 、
復

元機の製作 、
顕彰碑建設 、
古文書

資料の収集等を進めるとともに

寸飛び安里」「ウルトラマン博物館」



(ウルトラマンの脚本家 、
金城哲

夫氏の出身地)
を今後の町づくり

の拠点として位置付け 、
観光 、
特

産品の製造に 、
行政 、
商工会 、
町

民の方々
が取り組んでおられます 。

「百聞は一
見にしかず」
とりあ

えず行ってみようということにな

り 、
平成五年六月に約十名で訪問

しました 。
地元の人との意見交換 、

地場産業の学習 、
復元機・顕彰碑

見学等 、
観光旅行では味わうこと

のできない沖縄の歴史 、
文化に触

れることができました 。

.

互いに大空を目指した偉人を輩

出した地域同士が 、
手を取り合ゲ

/' 

て全国に情報発信する話題作りと

ノウハウの交換 、
また 、
特産品の

交流と 、
色々
アイディアを出しな

がら息の長い交流を続けたいと 、

八月七日・
八日に八幡浜市の新町

商店街で 、
沖縄・八幡浜交流物産

展を開催す
るK

LK
益出立した 。

交流物産展当日は 、
南風原町か

ら金払十
時は
g商工会会員約三

、ヘ
4
\LF

、T名が来浜しぐ目純名産の黒糖菓

:
吋AG
ノ
4UH

平μい
る濯(抱盛) 、
熱帯果樹の他 、

，v

r
 

町陶噌-V琉
球、二9り勺

レピを犀不し 、白

又『飛び安里'展一赤コトfl恥や郷

土札理実演コん
?lA=臥置されま

した 。
そして 、
当市がらは会議所

清年
部/二宮忠
八翁事業企商会メ

ンバ引が参加tてh「一ヤ宮忠八翁」

/展示河川ナlめ
昔
ず八グッズ

dF'

F，旬、司

の配売ら行いzdポ 。凶

今後のまちづくりに関して 、一

過性に終わることなく新しい「ま

ちづくりL
を考える出発点として

大変勉強になったことと思います 。

平成六年には 、
青年部の呼びか

けにより 、「JAにしうわ」
と一

緒に 、
会員・
組合員向けにお祭り

を開催することとなり 、『第一
回

てやてやふれあい祭り

感じました 。

今年実施した 、「はえばる似ふ

るさと博覧会」
には 、
吉見市長 、

TOTO銀座パピリオン前

堀田会頭にもご出席して頂き 、「物

的交流から人の交流 、
心の交流に

していきたい」
とのコメントも頂

きました 。
日本ふるさと塾主宰の萩原茂裕

氏が「まちおこしは足元の材料を

時代に即して耕し直すこと」
と言

われるように 、
当青年部は 、
二宮

忠八翁を核にして 、
様々
な情報の

発信源になれるよう 、
また 、
個性

的で魅力ある地域づくりをする為

に 、
多様な発想を持ち寄って 、
今

後取り組んでいきたいと思います 。
9 



臨鵠趨

ま念

三夫

ま
ちづ
く
リ

まちづくりから見えること

「

源
五
郎
の
降
る
村
」

私が住んでいる長野県飯田市で

は 、
むらづくりの姿を「集落複合

経営」
と呼び 、
各種の地域活動を

展開してきました 。

この「集落複合経営」
は 、
市内

下久堅・大原地区の皆さんが続け

ている地域経営の仕組みであり 、

これを市内全域に広めようとする

運動につながっています 。
大原地

区は①地域内の道路や圃場の管理

は自分たちが行い 、
災害の時でも

自分達で補修し原材料のみ市へ要 長野県飯田市古同
t呑
TI司

寛
と'，D..
J口

求する 。
つまり自分の地域は自分

達で管理をする②果樹園では農用

地の所有と利用を分離して 、
農地

の利用効率を高め 、
これによって

補助金の対象とならない果樹棚の

補助を「共同化の理論」
によって

得る③会社勤めの傍らりんごの栽

培を始め 、
老後の設計をりんご栽

培と年金で行うと考え 、
豊かな老

後に対しての投資に手を付ける④

どの専業農家にも若い後継者やお

嫁さんがいて 、
また農家以外から

嫁いで来ている⑤これら若い後継

者は 、
JAからの請負耕作や地域

主導のジャズコンサートを開催 、

また奥さんグループは農産品の加

工などの地域活動を積極的に企画 告審

している地域であった 。

飯田市では 、
このような活動を

市内各地に広めるため 、
地域の自

主的な「むら εつくり」
を支援する

事業として「地域マネージメント

事業」
を展開してきた 。
今回ご紹

介するのは 、
この事業を受けた荻

坪集落である 。
ここでは地域の活

性化のために 、
集落の将来構想ア

ンケートを取ったところ 、
要望の集落複合経営(大原地区)

大部分は市街地への道路の改修要

求となってしまった 。
そのような

外向きの顔ばかりの論議が行き詰

まったときに 、
私の荻坪通い・

つまり 、
むらづくりへのお手伝い

が始まった 。
「役員会に出てくれる」
との芦

がかかり 、
夜の七時半に地区の集

会場に出向いた 。
そこには役員八

名が集まってくれた 。
役員会とは

言え私はよそ者 、
最初の三十!四

十分は話がうまく噛み合わなかっ 人形劇力一二J\ル
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地域の様子を少しずつ

聞き出している内に 、
荻坪の河川

はすべて集落内に水源を持ち他の

地区からは入っていないことがわ

かってきた 。「魚はおるの?L
と

の私の問いに一
人のお母さんが

「おる
おる:::」
と話しだした

のが始まりで 、
フナやドジョウが

沢山いて 、
捕まえる方法から子供

の頃の思い出が次々
と重なって話

が広がってきた 。

たものの 、

ま念

この「水」
から始まった何でも

ない切っ掛けが「この集落には全

部で二十戸しかないが 、
十一
か所

も溜池が有るに」
となり 、
その現

状や見虫の様子に話が広がった 。

その中では「昔は冬場仕事として 、

欄池へ厚く氷が張ると 、
氷を切り

出し 、
皆で背負って米川へ運び 、

繭の種を冷やすのに使い 、
夏まで

残った氷はカキゴオリにして食べ

た」「氷切りの現場では 、
毎年だ

れかが作業中に溜池へ落ちこみ 、

大騒ぎをした」
など 、
役員会に集

まった三十代の人ですら知らない 、

楽しかった昔の作業が活き活きと

よみがえってきた 。

鶴鱒鵠副

圧巻は地元代表者の篠田孝雄さ

んの「源五郎」の話であった 。「月

夜の晩になると屋根の上からボン

ボンと音がするに:::」
と話が始

まった 。「何で?」「源五郎が降っ

て来るんな」「なに:::?L
皆さ

んはわかりますか 、
篠田さんの話

では「屋根がトタン茸きの家では 、

月夜には月がトタンに映るので 、

源五郎は溜池と間違えて飛び込ん

でくるんな:::」
とのことです 。

思わず「ウソ|」
と言ってしまっ

た 。
ところが「そうな」「そうなL

と言う役員が大部分であった 。
驚

くやらおかしいやらで 、
その後の

会議は途端に話が砕けてスムーズ

に運ぶことが出来た 。

お話ししたかったことは 、「O

O調査」
と肩肘張って調べるより 、

何でもない思い出話の中からひと

りでに「ほぞL
を導きだすことが 、

結果としてステキな情報に出合う

糸口に繋がるのではないかという

ことです 。
荻坪の皆さんは 、
この会議で

ワークショップによる「集落点検

地図づくり」
を行うことを決め 、

正月十五日には午後一
時半に集落

の辻へ集まり 、
五1六人のグルー

プに別れて点検マップを作ってく

れました 。
終了後 、
地区全員でド

ンド焼き(小正月行事)
が行われ 、

更に話が深まったようです 。
また 、

このマップを活用した「村L
の再

生活動も始まろうとしています 。

地域に学ぶことは 、
楽しく 、
ま

た大切な宝を知る機会につながる

のではないでしょうか 。
それも区

長さんのような役員の人だけでな

く 、
普通に生活している「普通の

人の生活の知恵」
が拾い出せれば 、

まち 、、つくりのアイディアはさらに

広がることと確信しています 。



平成二年十二月三日 、
大分県三

光村の名が全国に知れ渡る事件が

起こった 。
全国でも例がない「タイヤ火災」

がそれである 。一
00日間燃え続

けたこの火災をマスコミが大きく

取り上げ 、
新聞各紙はもちろん 、

各テレビ局も連日現場からの中継

で大きく報道した 。
当時 、
タイヤ

火災を持ち出せば三光村を知らな

い人はいないほどであった 。

。

\/μ
壱万円札の里 、
福沢諭吉を生ん

だ大分県北部に位置する三光村は 、

四六・O二凶 、一
七OO世街 、
五

六OO人余りの小さな村である 。

今 、
この三光村が再び全国の注

目を浴びようとしている 。
平成元

年 、
日本で初めて開催された「泥

田バレーボール大会」
がそれであ

る 。
主催しているのは村内の一
地

域のメンバーで組織する寸竹馬会」

というグループである 。

今から十八年前の昭和五十一
年 、

三光村ソフトボール連盟が発足し

三光村大字佐知というこOO世帯 、

七五O人余りの地域にも一つの

チドムが結成された 。
当時 、
村内

には地域づくりグループなどなく 、

青年団も婦人会も衰退の一
途をた

どり崩壊寸前であった 。
唯一
組織

らしい組織と言えば消防団ぐらい

のもので 、
地域行事や祭りを維持

していくのがやっとであった 。

しかし 、
この時結成されたソフ

トボールチlムが 、
後に「泥田バ

レーボール」
を通じて地域づくり

グループとしてその姿を変えて

いったのである 。

昭和五十六年 、
この地区を縦断

する国道のバイパス建設のため用

地買収が行われた 。
着工は二l三

年先と言うことで 、
その土地は放

置されたままの状態であった 。

この土地に自分たちのグランド

を造ろうと 、
建設省に交渉し七0

アールの土地を借り 、
仮設グラン

ドの建設に取り掛かったのである 。

建設会社の重機を借り造成を行っ

たが 、
仕上げとして人海戦術によ

る小石の除去が必要となった 。

ある日曜日の朝 、
地区の有線放

送を使ってグランド整備を地区の

人々
に呼びかけた 。
すると驚いた

ことに僅か二O名足らずのソフト

ボールチlムの呼びかけに 、
住民

の半数の三OOl四OO人もの人

が参加してくれたのである 。

自分たちの遊びで始めたソフト

ボールの練習のためのグランド造

りに 、
これだけたくさんの地域の

人々
が協力してくれたのである 。

このままでは申し訳ないと 、
その

年の秋 、
三光村で初めての地区の

大運動会を開催したのである 。
地

域住民のほとんどが参加し 、
競技

参加者は延べ千人を超える運動会

となった 。

1 2  

このころからソフトボールには

自信がないが 、
こうした活動には

参加したいという人が現れ始めた

のである 。
自分たちで出来ることから始め

ようと 、
昭和六十二年三月ソフト

ボールチlムから地域づくりグ

ループ「竹馬会」
を発足し 、
他の

グループとの交流を盛んに行うよ

うになったのである 。

昭和六十三年秋 、
中津下毛地域

(一
市三町一
村)
の地域づくりグ

ループの交流会で回闘の中でバ

レーボールをやったらと言う話が

出た 。
焼酎を飲みながらの夜なべ

談義の席であったため 、
竹馬会の

メンバーの一
人が 、寸よし 、
来年

うちでやろう」
と言ってしまった 。

その場はそれで終わったが年が明

け 、
田植えの時期が近づくと「泥



田バレーボールはいつやるんです

か」
という問い合わせが集まり始

めた 。
準備はおろかそんなことな

どすっかり忘れてしまっていた 。

しかし 、
反響の大きさに開催せざ

るを得なくなり 、
メンバーで議論

に議論を重ねた結果 、日本初の「第

一
回泥田バレーボール大会」
を平

成元年七月三十日に開催すること

になったのである 。

このユニークなイベントは 、
タ

イヤ火災以来のマスコミの取材を

受けることになった 。
新聞各紙は

言、つに及ばずテレビでも全国ネッ

トで報道された 。

今では 、
全国各

地で同じような大

会が行われている

ようであるが 、

我々
の「泥田バレ

ーボール」
が元祖

であると自負して

いる 。平成四年三月に

は同じようなイベ

ントを行っている

北海道深川市のグ

ループのメンバー

が視察のため本村

を訪れ 、
その年の

六月には竹馬会の

メンバー十五人が

深川市を訪ね交流

を深めた 。
こうした活動が

認められ 、
今年の

三月には三光村が

自治大臣表彰を受

賞するまでになっ

持内務参!スポJY其和国

たのである o

t

さらに今年の四月二十九・三十

日に開催した第六回大会は 、
TB

Sテレビの「楽

泥田バレーボール大会風景

珍!スポーツ共

和国」
という番

組でタレント
(吉村明

宏・坂本一
生・

高橋慶彦・
大森

チーム
うたえもん・工

藤兄弟)
が挑戦

し全国に紹介さ

れた 。一
度にこ

れほどの有名人

第 6 回泥田バレーボール大会を終えて

竹馬会メンバーと タレン トチームの集合写真

が三光村を訪れ 、

しかも全国放送

されるなど 、
初

めてのことであ

hHJ
 会の活動に

も拍車がかかっ

た 。現在 、
竹馬会

のメンバーはこ

O代から七O代

の老若男女七O

人ほどである 。

それぞれが自分

の出来る範囲で活動している 。
も

ともとイベントが目的ではないが 、

結果として泥田バレーボールが有

名になり 、
やめる訳にもいかず 、

年に一
度の大きなイベントとして

自分たちが楽しみながら開催して

いる 。自分の住む町や村を良くするた

めには 、
自らの手でしなければ誰

も良くしてくれない 。
そして楽し

くなければ続かない 。

行事やイベントをただ消化する

だけでは 、
そのうちに飽きがきて

苦痛になってしまう 。
イベントを

するにも 、
自分たちが楽しまなけ

れば継続は難しい 。
会の継続のた

めには組織そのものが楽しいもの

でなければならない 。
時には高齢

者会員のために温泉に出掛けたり 、

子供たちと一
緒に福岡ドームにプ

ロ野球観戦に行ったりと 、
会員の

家族ぐるみでのコミュニケーショ

ンを図ることを心掛けている 。
こ

れも小さな地域であるからこそ出

来ることかも知れない 。

地域づくりは 、
家庭から地域 、

地域から市町村 、
市町村から県と

小さな組織からの広がりが原点で

あると思う 。
行政が 、
行政レベル

で地域づくりに取り組み 、
そのた

めには人材育成だと掛け声だけで

は到底無理である 。
その手法を心

得ているところは別であるが 、
ほ

とんどはそれがない 。

数年後「全日本泥田バレーボー

ル選手権大会」
の開催を夢見なが

ら
H

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
住
み
良
い
む

らをlH
を合言葉に 、
今後も竹馬

会の活動を続けていきたいと思っ

ている 。
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込域づくり西日本交流会議

宇和島大会に参加して

平成六年十月二十日(木)
j二

十一
日(金)
の二日間にわたって 、

国土庁・
宇和島地区広域事務組合・

関係市町村等の主催により 、寸地

域 εつくり西日本交流会議宇和島大

会」
が 、{子和島市と南北宇和郡八

町村を会場にして 、
開催されまし

た 。
この大会は 、
魅力ある地域づ

くり活動に取り組んでいる全国各

地の人たちが集い 、「地域の顔が 、

素敵に光る」
をテlマに 、
雄大な

自然 、
伝統的歴史文化等の 、
それ

ぞれの地域固有の資源を活かした 、

個性的な地域づくりのための方策

を探ろうと 、
開催されたものです 。

総合研究開発機構理事永田尚久

氏の「世界の顔が素敵に光る」
と

題した基調講演を皮切りに 、
事例

発表 、
九市町村での分科会 、
パ、不

ルディスカッションによる全体会

議等が 、
多くの参加者の熱気に包

まれた中で行われました 。

この中から私の参加した第六分
科会についてご報告いたします 。

篠原重則さん以叩
学識者の立場か

aE
 

第六分科会は 、
農林漁業を基幹
ら 、
高校生のふるさと意識調査で

産業とし 、
豊かな自然に恵まれた
地元に愛着を持っている者が多か

噌問、

津島町の現状を踏まえて 、「若者
ったことをあげ 、

￡翠匂が定住す

定住の促進 、
高齢化社会への対応 ヘ
る 、
活力ある地域 、づくりのためにv弐

地域文化の振興 、
自然環境の保護 、
は 、
地域を担う人材育成のための

地場産業の振興」
等の課題につ
い
土壊づくりが重要」「人を脊てる

・
て 、
活発な討議がなされた 。
この
のは住民であり 、
きちんとした札

'分科会では 、
主体的な住民活動の
織を作って活動することが大切」

大切さを再認識するとともに 、
そ
と話された 。

市

の活組化をいかに図るかに虻品焦点

地域が活性化していくための一

が当てム瓦冗ように思う口ι但城忠〆
つの条件として 、
生活レベルの向

d

i明VFM
九

津島町長は 、
行政の長というZaMT
t上が考えられる 。

そのたのに N産

、
が!士

から寸住民の智恵をぽ借mりなが作らり 、
切手 r業長鎚AVMインフラ整備μ
などの

df r
b
(弘 、
引けれれMMd3

みんなが住みたくなる肝を創りた
経済性を重視した施策を繰り返し

化
也市お

も

い」
とぃ、つ信念のもとピ 、
埼玉県請

を
絵」た 。

しかし 、
そういった経済

it
j

 

庄和町を側、隠\住民活動への金銭
ふム私利海症にとらわれ過ぎると 、

日夕
LP心、〔
↑
週刊d

的援助 、
権限の
奪還がの
働想
5
ゆとりや
簿ぎといった 、
本来誰

いてぷされた 。
そ
して〆へロン久

もが持つ凶いる豊かな感性の部分

t保田雅子さんは 、
福祉活斬の集践べ汚ゆ先発ヲ氏

止仲やつれ11A
EJV」のこ

野ぽ型宥鎗d4常替もRtA智
t a1

LAmドもE4

者としての立場から「 、手ン
玩
A

シλめ反
誘員が 、
要昨政京と

ヴJA
Y-必葬祭礼?をl

i1E4.ii

ア活動は 、
上から下へのム忠明で特溜ヂレだ高
奏泌すいる 。
これかかは 、

が語、一円九/

われるものではなく 、
住民
汗仏口、

￡
都市
部紡人々
が喰ん
古式J明道を 、

とりが横のつながりを重視したネw
地方に生きる我パ々が同様に歩む必 匹

ットワlクを作り上げることが大 .

要止なり 。
ふるさとを生きる意義

切」
と話され 、
コミュニケlショ
を帯除認することこそ 、問一
番吠却
凋官Th41

ンの重要性を訴えられた 。
また 、

な事なのではない加にろうb 。湾住
民E
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どちらにしても 、「地域の顔が

素敵に光る」
ために何が必要なの

か 、
その方策を探る上で 、
非常に

意義深い大会であったと思う 。

最後に 、
このような大会を主催

して下さった関係者の方々
にお礼

申し上げるとともに 、
この大会が 、

園高地域をさらに魅力ある地域に

，
F高fpる取り組みのきっかけとなるこ

E4‘、r同園
、、左を祈りたい 。lh断流賞

隣国
「良



「まち 、つくり
草の根文化講演会」

魅力あるふるさとづくり

を求めてf

当
セ
ン
タ
ー

で
は 、

地
域
に
根
ざ
し

た
歴
史
や
生
活
文
化
に
裏
打
ち
さ
れ
た

ま
ち ε
つ
く
り
活
動
の
原
点
を
探
り 、

地

域
住
民
が
一

体
と
な
っ
て
進
め
る
ま
ち

づ
く
り
の
展
開
・

方
策
な
ど
に
つ
い
て

の
認
識
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に 、

個

性
的
で
独
創
的
な
活
力
と
潤
い
の
あ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め 、

ま
ち ミ
つ
く
り
先
進
地
の
実
践
者
を
講
師

に 、
『

ま
ち ε
つ
く
り
草
の
根
文
化
講
演

会』

を
開
催
し
て
い
ま
す 。

今
年
度
は 、

平
成
六
年
十
月
十
八
日

ω
に 、

大
洲
市
で
岡
市
と
共
催
の
も
と

講
演
会
を
開
催
し 、

地
元
を
は
じ
め 、

近
隣
市
町
村
か
ら
の
参
加
者
に
加
え 、

松
山
市
し
あ
わ
せ
づ
く
り

推
進
協
議
会

の
方
々
な
ど
多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た 。

講
師
に
は 、

岐
阜
県
明
智
町 、

日
本

大
正
村
実
行
委
員
の
橋
本
典
明
氏
を
お

招
き
し
「

地
域
資
源
の
再
生
と
住
民
活

動」

と
題
し
て
ご
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た 。

こ
こ
で 、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
所
感

を
交
え
な
が
ら
報
告
い
た
し
ま
す 。

H
地
域
資
源
の
再
生
と
住
民
活
動。

『
ま
ち
づ
く
り
の
第
一

歩
は 、

人
と

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
に
あ
る

。

そ
れ
は 、
一

方
通
行
で
は
な
く
お
互
い

が
心
を
聞
き
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る

。

例
え
ば 、

知
り
合
っ

た
人
に
は 、

心
を
込
め
大
き
な
声
で
あ

い
さ
つ
を
す
る 、

こ
れ
が
新
し
い
人
間

関
係
の
始
ま
り
で
あ
り 、

ま
ち
づ
く
り

に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る

。』

と
話
さ
れ
ま
し
た 。

ま
ち
づ
く
り
は
個

人
で
は
で
き
な
い

、

皆
で
力
を
合
わ
せ

て
進
め
て
い
く
も
の 、

そ
の
た
め
に
も 、

講演する

橋本

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て

い
く

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う 。

ま
た 、
『

お
互
い
が
お
互
い
を
心
配

し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る 、

そ
ん
な
町

に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
喜
び
を
自
分
の

中
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
地
域
を
創
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

。』

と
も

言
わ
れ
ま
し
た 。

そ
し
て 、
『

住
民
誰
も
が
当
た
り
前

の
こ
と
が
や
れ
る 、

何
で
も
気
兼
ね
な

く
話
せ
る
町 、

そ
う
い
う
町
を
創
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

。

何
も
特
別

な
こ
と
を
や
る
必
要
は
な
い

。

楽
し
み

な
が
ら 、

何
か
一
つ
自
分
で
や
っ
て
み

て
く
だ
さ
い

。

意
識
が
変
わ
れ
ば
必
ず

行
動
が
変
わ
る

。

そ
し
て 、

行
動
が
変

わ
れ
ば
地
域
が
変
わ
り
町
が
変
わ
る』

と
語
ら
れ 、

日
本
大
正
村
で
の
実
践
活

動
に
裏
打
ち
き
れ
た
力
強
い
言
葉
に
参

加
者
も
聞
き
入
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た

。

典明氏

〈
雑

感〉

講
師
の
橋
本
氏
は 、

H
ま
ち ぞ
つ
く
り

の
第
一

歩
は 、

人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に
あ
るμ

と
強
調
さ
れ
ま

し
た 。

こ
れ
は 、

人
と
人
と
が
出
会
い

言
葉
を
交
わ
す 。

そ
ん
な
当
た
り
前
の

こ
と
を 、

日
常
生
活
の
中
で
で
き
る

人
々
が
い
る
地
域
こ
そ
が
輝
い
て
い
く

だ
ろ
う
し 、

人
間
関
係
を
大
切
に
す
る

こ
と
が

N
ま
ち
づ
く
り
な
ん
だu

と
い

う
こ
と
を
言
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す 。

や
は
り 、

ま
ち
づ
く
り
の
手
法
と
し

て 、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
先
人
た
ち
が

築
い
て
き
た
風
土
や
文
化
を
見
つ
め 、

そ
れ
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

人
材
を 、

地
域
住
民
が
ど
う
育
て
て
い

く
か 、
ま
た 、
そ
の
環
境
を
ど
う
つ
く
っ

て
い
く
か
が 、

ま
ち
づ
く
り
の
進
展
に

多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す 。

そ
し
て 、

こ
の
よ
う
な
視
点
で 、

自

分
の
ま
ち 、

生
き
方
を
見
直
し
て
い
く

こ
と
で 、

新
し
い
ふ
る
さ
と
の
魅
力 、

自
分
を
発
見
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す 。

最
後
に 、

こ
の
講
演
会
を
実
施
す
る

に
あ
た
り 、

大
洲
市
を
は
じ
め
関
係
者

の
方
々
に
お
札
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と

も
に 、

参
加
さ
れ
た
皆
様
の
地
域
に
お

い
て 、

ま
ち e
つ
く
り
活
動
を
進
め
て
い

く
中
で 、

何
か
の

H
ヒ
ン
トμ

に
な
れ

ば
幸
い
で
す 。

(
研
究
員

竹
松

毅)
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:派

地..，<りR滞研修
一 富島文化相から ー

ザ :旬以:今日骨子'. ヤ�': �:�:手�:.:，:;'.

今年の十一
月八日から十一
日ま

での四日問 、「地域づくり交流研

修」
のため鳥取県智頭町 、
東伯町 、

日南町及び香川県直島町を訪問し

ました 。
メンバーは 、
県内各市町

村や各種企業団体等の職員で 、
越

智郡吉海町から南宇和郡西海町ま

での 、
総勢十四名です 。
今回は 、

その中から福武書店の直島文化村

構想についてレポートします 。

。
直
島
文
化
村
構
想

側福武書店は 、
人と自然との出

会いから創出される新しい地方文

化の創造を目的として 、
瀬戸内海

国立公園・
備讃瀬戸に位置する直

島の南部を中心とした周辺の四島

を含め 、
約七十万坪の土地を昭和

六十二年に取得し 、
その開発に着

手した 。
この開発計画は「直島文

化村構想」
と名付けられた大プロ

ジェクトである 。

平成元年に安藤忠雄氏の監修に

より 、寸人と自然との出会い」
を

テlマに 、
単なるキャンプ場では

なく 、
子どもたちの創造と自己発

見の場としてユニークなキャンプ

場として寸直島国際キャンプ場」

を 、
また 、
平成三年には 、
同じく

安藤氏の設計により 、寸自然と建

築と芸術の融合」
をテlマに 、
ア

ンディ・ウォlホlル 、
ブルース

・
ナウマンなどの作品が展示され

た現代美術館とホテルが一
体と

なった施設寸ベネッセハウス」
を

それぞれオープンさせるなど 、
現

在もプロジェクトは進行中である 。

福武書店の進める「直島文化村

構想」
は 、
全国各地で進められて

いるリゾート計画とは一
線を画し

ている 。
単にレジャー地 、
保養地

といったリゾート地ではなく 、
直

島という 、
海と山の両要素を持っ

た豊かな自然環境を舞台として 、

その自然環境とマッチする諸施設

の整備及びその運営により 、
創出

される HくつろぐH
という状況を

ベlスに 、
芸術文化を基軸として 、

様々
な人々
の出会いによって萌芽

する人々
の創造性を育てる場所と

しての位置付けがなされている 。

施設を利用する側が 、
そこでの楽

しみ方 、
過ごし方を工夫すること

のできる ρ場H
を提供するという

コンセプトは 、
これまでの日本の

リゾート開発には余り見られな

かったものである 。

直島文化村は 、
福武書店と直島

町の出会いによって誕生した 。
当

時 、
福武書店は 、
社長自身が考え

る H創造の場H
にふさわしいリゾ

ートの候補地を 、
また 、
直島町は 、

町とともに真剣に 、
町のビジョン

に沿った形で 、
某企業がリゾート

開発から撤退した跡地を活用して

くれる企業を求めていた 。
直島文

化村は 、
こうした両者の思いが結

びついたものであり 、
何か運命的

なものを感じた 。
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ベネ ッ セハウス

。
ベ
ネ
ッ
セ
ハ
ウ
ス

直島宮ノ浦港より約十分 、
海沿

いの山の斜面を湾曲して走る小道

を 、
美しい海岸線を眺望しながら

車に遥られていると 、
山々
の緑の

中に違和感なく溶け込んだ不思議

な建造物「ベネッセハウス」
が姿

を現わす 。
車を降りて 、
丁寧に大

小様々
な石を埋め込んだ 、
正面玄

関へと続く白壁を通りぬける時 、

エーゲ海にでもいるような錯覚に



陥りそうだ 。「ベネッセハウス」は 、

自然との調和を意識して 、
外観は

こじんまりとした感じで建てられ

ているが 、
中に入るとかなり広い 。

フロントを抜けると 、一
階と地階

との区別がつけられないような 、

上下左右に点在する大小様々
な空

間を 、
迷路のように結びあわせた

現代美術館のスペースになる 。
こ

うした非現実的な空間の中で現代

美術を鑑賞するとき 、
感性が研ぎ

澄まされるような不思議な興奮を

覚える 。
また 、
二階と三階は客室になっ福武書店本社 ビル にて (中央 - 福武社長)

ているが 、・アートギャラリーとは

違って 、
落ち着いた雰囲気で 、
テ

ラスから瀬戸内海を一
望すること

ができる 。H自然を満喫するH
と

いう言葉がピッタリのゆったりと

したスペースである 。

建物それ自体が芸術とも言える

この空間での 、
現代美術や 、
人と

の出会いは 、
今後の直島を十分に

感じさせてくれるものであった 0

0
ま
ど
ろ
み
の
文
化

直島文化村構想においては 、
現

代の都市を中心とした文化を「緊

張の文化」
とし 、
自然の中でこそ

生まれる「まどろみの文化」
を提

案している 。
都市の緊張と喧騒の

中で生まれる現代の文化は 、
真の'

文化の一
面でしかなく 、
真の文化

は 、
人間のもっと根源的なところ

に根ざしているはずだというので

ある 。実際 、
勤務中の仕事机の上で散

乱した書類を眺めながら 、
あるい

は満員電車で体をゆがめて吊り革

にへばりつきながら 、
人間は ρ創

造するH
ことができるだろうか 。

こんなことを考えるとき 、
創造す

直島国際キ ャ ンブ場 にて、 研修生一同

吋一Ja一mv
る場は 、
東京などの大都市にでは

なく 、
創造するための時間的余裕

と 、
自然環境に恵まれた地方にこ

そ 、
あるような気がする 。

福武社長は 、
瀬戸内海の美しさ

を絶賛し 、「ヨlロ yパの友人は 、

瀬戸内海を見て 、
エーゲ海よりも

美しいと言って感動していた」
と

まで言ってくれた 。
愛媛に住む私

たちは 、
そのことをもっと認識す

べきだとつくづく思った 。
直島文

化村担当の村山氏の「運営方法が

どうのこうの言っても 、
やはり一

番大切なのは 、
この豊かな自然で

はないですか」
という言葉が 、
今

も心に残っている 。

。
研
修
を
終
え
て

今回の研修において 、
自然の中

に溶け込んだような素晴らしい施

設もさることながら 、
当日 、
研修

生の問で深夜まで行われた活発な

まちづくり論議を思い出すにつれ 、

H創造の場μ
としての特殊な空間

の存在を認めざるを得なかった 。

これから行政は 、
人々
の交流の

場 、
議論の場として有効な施設を

もっと作っていく必要があるので

はないかと思う 。

また 、
私たちの住むふるさとが 、

私たちが考える以上に素晴らしい

地域であることを認識するととも

に 、
地域を生きることの意義をあ

らためて考えながら 、
今後のまち

づくりに活かしていきたいと思う 。

最後になりましたが 、
ご多忙に

もかかわらず 、
熱心に対応してい

ただいた 、
福武社長をはじめ 、
訪

問先の各担当者の方々
に 、
誌而を

借りまして心よりお礼申し上げま

す 。
(主任研究員
中村博之)
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宏志

-
は
じ
め
に

日本の先駆的な地域づくりの成

功事例を見ると 、
どの事例も地域

の特性を活かし 、
行政と住民 、
ま

た民間企業等が一
体となって取り

組んでいます 。
そこには地域の実

情を熟知した中心となる人物

「キlマン」
がいます 。
すなわち

地域づくりは 、寸人づくり」
から

と言えると思います 。

愛媛県には 、
こうした「人づく

り」
を目指した「地域おこし塾」

が九十五を数え 、
全国でも有数の

設置数を誇っています

こうした中 、
県ではふるさと 守つ

くりに積極的に取り組んでいる

リーダーの方々
に 、
より一
層の視

野を広め 、
今後の地域づくりに役

立てていただくため 、
平成五年度

から寸ふるさと再発見・
創造塾」

を開設しています 。

今年度も昨年度に引き続き 、
県

内の市町村から推薦された二十五

名の塾生を対象に 、
県内研修 、
県

外研修 、
公開講座の研修を実施し

中立1レれ~ 。
まちづくり総合センターと県内

七十市町村の共催により実施した

この塾の概要を 、
私なりの感想を

交えながらご紹介します 。

-
県
内
研
修
事
業

この事業では 、
県内外の講師を

招き 、
七月十九日から十月十五日

までの四か月間に 、
五回八講義を

実施し 、
ふるさとづくりの現状や

課題 、
また 、
実際に地域づくりに

取り組んだ体験談等を講義してい

ただきました 。
塾生には 、
基礎と

実践の両面から学んでもらうこと

により 、
それぞれの地域と比較し 、

自分のまちの地域づくりについて

考えていただけたものと思います 。

また 、
県内各地域から集まった

塾生同志がお互いに交流を図りな

がら 、
テーマに基づくグループ討

議も実施しました 。

塾生のみなさんは 、
最初は緊張

していたせいか 、
なかなか自分の

考えを言えなかったようですが 、

回を重ねるにつれ 、
今までの自分

の活動を通しての地域 会つくり論等

が積位的に出されるようになりま

した 。塾生はそれぞれに 、
各講義の先

生方の提言やふるさとづくり論に

ついて考え 、
今後各地域でそれを

参考に地域づくり活動を展開され

ることと思います 。

-
県
外
研
修

この事業は 、
全国のふるさとづ

くり先進地との交流研修を通じて 、
県外研修 長野県和田村

(和田宿本陣内で説明を受ける)

より視野を広めてもらうため実施

したものです 。

今回は観光・リゾート開発や都

市部との地域間交流事業に先駆的

で 、
かつユニークな取り組みが行

われている長野県を八月二日i五

日の四日間の日程で訪問しました 。

官民一
体となっての町並み修景

事業に取り組んでいる小布施町 、

地域資源・
歴史遺産を核に村 さつく

りを進めている和田村 、
人形劇

カーニバルを通じての交流事業を

積極的に取り組んでいる飯田市の

三市町村を訪ね 、
ふるさとづくり

のガイダンスをはじめ 、
ふるさと

づくりに取り組むグループの方々

との交流を実施しました 。

私はこの印刷修で 、
三市町村とも

地域づくりをするプロセスは違っ

ても必ず「キlマン」
となる人が

いて 、
そこに住む人がその人を支

え 、
本気で真剣に取り組んでいる

姿勢が伺えたような気がします 。

それとこの県外研修の意義を 、

塾生のほとんどが「県外研修H視

察旅行」
と思っていたそうです 。

『「観光県」
長野県でビジネスホ
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テルに泊って 、
先進地を視察し 、

ああ楽しかった』 、
こういう県外

研修を想像していたのかもしれま

せん 。しかし 、期待とは裏腹に「山

の中の旅館」 、町づくりのリーダー

との意見交換会と現地視察 、
夜は

地元まちづくりグループとの交流

会 、
更にその後の塾生同志による

自由討議とあって 、
塾生も疲れた

様子でした 。

そうした三泊四日のハlドスケ

ジュールをこなしていくうちに 、

塾生も「本来
の柿修とは」「ああ

いうところを学ぼう」「あれより

もこちらのほうが」
という気持ち

に変ったように感じました 。『目

的意識を持って臨む研修の意義』

を体験されたことと思います 。

-
ふ
る
さ
と
再
発
見
・

創
造
フ
ォ
ー

ラ
ム
倒

ふるさとづくりは 、
キーとなる

人がいて 、
それを支える地域の人

(ふるさと 3つくりについてなんら

かの形で携わっている人)
が必要

です 。」うしたことから 、
地域住民の

皆さんに「地域づくり」
について

積極的な参加をしていただくため 、

公開講座として「ヒューマンネy

卜ワlクで広がる新たな地域づく

り」をテlマに 、十一
月十六日「ふ

るさと再発見・
創造フォーラム

似L
を開催しました 。

当日は県内各地から地域づくり

に熱心な方々
、

約三百人の参加を

いただきました 。

塾の総合アドバイザーであり 、

県内地域づくりリーダーの指導育

成に当たっておられる讃岐幸治先

生(愛媛大学教育学部教授)
の進

行で 、
鹿児島県牧園町むらおこし

塾塾頭の田島健夫先生 、
北海道余 ふるさと再発見 ・ 創造フ ォ ーラム'94

市町「志立波L
代表の佐々
木艶子

先生 、地元双海町で「幻世紀ニュー

フロンティアグループ」
代表の若

松進一
先生 、
以上三名の県内外の

ふるさと εつくり実践者の方々
に

ネットワークの必要性 、
意義や問

題点について提言をいただく「ふ

るさとづくりリレl卜lク」
と

フォーラムに参加いただいた皆さ

んとの意見交換による「ふるさと

づくり交流ステーション」
を実施

しました 。

-
お
わ
り
に

こうして 、
十一
月十六日のフォ

ーラムをもって「ふるさと再発見

・
創造塾」
の研修過程をすべて修

了し 、
昨年度に引き続き 、
新たな

「地域 ξつくりのキlマン」
が誕生

しました 。
塾生の皆さんは 、
それぞれの地

域で 、
この研修を通じてできた

ネットワークを活用し 、
個性ある

「地域づくり」
を進められるこど

と思います 。

私自身この塾を振り返ると 、
県

内各地域のリーダーとなる人たち

修了式 (新たな 「地域づ く り のキーマン」

と して期待される平成 6 年度塾生の皆さん)

と接し 、
意見交換をしていく中で 、

地域づくりの難しさを考えさせら

れましたが 、
それと同時に地域づ

くりに取り組んでおられる人の考

え方 、
地域づくりとは何かを改め

て学ぶことができました 。
そして 、

印刷修を通じてできたネyトワlク

を大切にして 、
地域づくりに携

わっていきたいと思います 。

また 、平成七年度も引き続き寸ふ

るさと再発見・
創造塾」
塾生を募

集する予定です 。
より多くの方の

積極的な参加をお待ちしておりま

す 。
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000) 
000 

晴天に恵まれ

た 、
平成六年九

月四目 。
今年も

元気良く『ひま

わり号』
が走りました 。

皆さんは『ひまわり号』
につい

てご存じですか?

「
今
一

番
何
が
し
た
い
で
す
か」

寸
汽
車
に
乗
り
た
い」

ある障害を持った方がこう答え

られたのが 、
今から十三年前のこ

とでした 。
それから十二年間 。
愛媛県でも

年に一
度 、
障害者とボランティア

との楽しい旅『ひまわり号』
が走

り続けています 。
乗り物は 、
列車

になったり 、
パスになったり 。

そして今年は 、
総勢四百余名を

乗せた船『ひまわり号』
が今治市

沖へ向けて出航しました 。

私がこの活動に参加して 、
早く

も三年目を迎えています 。
実行委

員として準備は大変ながら 、
当日 、

年に一
度皆さんの笑顔に出会える

と思うと 、
頑張れるので不思議で

す 。「何か役に立てれば」

これは 、(私も含めて) ，参加さ

れる誰もが思っていることではな

いのでしょうか 。

しかし 、
現実ではボランティア

として参加したものの 、
障害を

持った方に出会った途端 、
戸惑っ

ている人が非常に多いようです 。

でも 、
数時間後には 、
出会った時

のお互いの心配そうな顔も 、
大き

な笑い声となり 、
その内にボラン

ティアという肩書きがなくなって 、

「人と人」「友だち同士」
が「皆

んなで一
緒に楽しむ姿」
を見せて

くれます 。
これが本当の『ひまわ

り号』
の姿なのかもしれません 。

ボランティアとは 、「与える」「し

てあげる」
ことなのでしょうか 。

私は 、
何か行動を起こす度に 、

寸人としてどう生きて行くのか」

たくさんの事を教わっているよう

に思えてなりません 。

最後に船内で 、
川之江・
伊予三

島の実行委員の皆さんと上演した

手話劇の一
部分を掲載させて頂き

ます 。私も以前は 、
障害を持った方と

出会うと 、
どうしていいかわから '94 7 工 リ ーの中で

ず 、
とても緊張していました 。
三

年前のことです 。
私はA君と出会

いました 。
A君は車椅子に乗って

いました 。
しばらくしたある日 、

A君から一
枚のはがきが届きまし

た 。

20 

そこには 、
はがきいっぱいに書

かれた『ありがとう』
という文字

がありました 。
私はA君が一
生懸

命書いた大きな文字を見て 、
胸が

いっぱいになりました 。
A君のは

がきは 、『生きている』『生きて行

く』
ということを 、
私にたくさん 、

たくさん教えてくれたように思い

ました 。
それからの私は 、
不思議

と素直な心で 、
誰とでも話せるよ

うになりました 。

一
人ひとりの生き方は違ってい

ても 、『人』
は 、
お互い助け合い

ながら皆一
緒に生きて行くものな

のかもしれません 。

さ
あ、

皆
さ
ん
l

た
の
し
い
旅
の
始
ま
り
で
す
f

もしかすると 、
今日のひまわり

号が終る頃 、
これまでのあなたと

は少し違った自分自身に気付くか

もしれませんよ 。



岸
壁
に 、

み
か
ん
摘
女
を
ど
っ
と
吐

い
て 、

島
渡
舟
が
旋
回
す
る 。

貸
切
り

パ
ス
四
台
も 、

水
田
地
帯
よ
り
到
着
す

る
や 、

た
ち
ま
ち
旦
な
ま
り
の
声
が 、

し
じ
ま
を
破
り 、

そ
れ
ぞ
れ
の
迎
え
の

車
に
乗
っ
て
山
に
向
か
う 。

ま
る
で
交

通
ラ
ッ

シ
ュ
さ
な
が
ら
の
収
穫
期
の
一

日
が
始
ま
る

。

年
々
季
節
労
務
者
の
確
保
が
困
難
に

な
り 、

農
家
は
苦
心
を
し
て
い
る
よ
う

だ 。
今
年
は 、

市
の
協
力
も
あ
っ
て
関
西

方
面
の
大
学
か
ら 、

ア
ル
バ
イ
ト

生
を

募
集
し 、

三
十
二
名
の
男
女
学
生
を
迎

え
る
事
が
で
き
た 。

十
一

月
二
十
日 、

農
家
と
の
対
面
式
も
あ
り 、

私
達
改
善

グ
ル
ー

プ
も 、

農
協
の
職
員
の
方
々
と

共
に
郷
土

の
牛
料
理

を
用
意
し 、

小
学
生
は

鼓
笛
隊
で

歓
迎
す
る

な
ど 、

活

気
に
満
ち
た
一

時
が
過
ぎ
る 。

ま
た
農

業
大
学
校
の
学
生
も
実
習
に
訪
れ
て
お

り 、

日
頃
は
静
か
な
集
落
も 、

こ
の
時

ば
か
り
は 、

豊
か
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
る 。私

の
住
む
真
穴
地
域
は 、

み
か
ん
が

導
入
さ
れ
て
百
年
以
上
に
な
る

。

昔
は 、

山十
農
・

半
漁
の
村
で
あ
っ
た
が 、

今
で

は 、

温
州
み
か
ん
の
産
地
と
し
て 、

天実習生と家族

皇
杯
を
受
賞
す
る
な
ど 、

先
人
の
功
績

は
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
思
う 。

字
和
海
に
面
し
た 、

リ
ア
ス
式
の
海

岸
か
ら 、

山
頂
ま
で 、
石
こ

ろ
を
ひ
と

つ
ひ
と
つ
積
み
上
げ
耕
し
た
段
々
畑
に

は 、

今
を
盛
り
に 、

み
か
ん
が
黄
金
色

に
輝
い
て
い
る 。

青
い
海
を
背
景
に 、

人
々
は
無
心
に
み
か
ん
を
摘
む 。

島
の

端
を
真
赤
に
染
め
て
夕
日
が
傾
く
頃 、

崎一
喋
だ
っ
た
作
業
か
ら
解
放
さ
れ
る

。

わ
が
家
も 、

沖
縄
と
愛
媛
の
農
大
生

を
実
習
に
受
け
入
れ
て
い
る 。

彼
等
の

部
屋
で
は
地
元
の
後
継
者
が
訪
れ 、

夜

が
更
け
る
ま
で
笑
い
声
が
絶
え
な
い

。

こ
の
雰
囲
気
こ
そ 、

明
日
を
担
う
後
継

者
逮
の
活
力
源
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か 。

こ
の
芽
を
大
切
に
守
り 、

育

て
て
い
き
た
い
と
思
う 。

実
習
生
と
暮
す
二
ヶ
月
間
は 、

生
活

に
張
り
が
あ
り 、
「

農」

に
対
す
る
熱

意
も
高
ま
っ
て 、

晴
れ
や
か
な
気
分
に

さ
せ
ら
れ
る

。

今
年
の
春 、

み
か
ん
の
花
の
香
り
を

求
め
て 、

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
一

行
が
あ
る 。

国
際
婦
人
教
育
振
興
会
の

「
女
性
指
導
者
の
海
岸
派
遣
事
業」

で 、

ス
ペ
イ
ン
・

モ
ロ
ッ

コ
に
派
遣
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー

で
あ
る 。

今
後
の
課
題
と
し

て 、
「

先
ず
愛
媛
の
花 、

み
か
ん
か
ら

交
流
をL

と
い
う
こ
と
と
な
り 、

市
役

所
と
真
穴
農
協
の
ご
尽
力
を
受
け 、

マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
佐
田
岬
半
島
や
真
穴
の

み
か
ん
山
を
巡
っ
た 。

山
頂
で
炭
を
お

こ
し 、

鯵
を
焼
き 、

山
海
の
珍
味
も
盛

り
沢
山 。

地
元
婦
人
達
も 、

舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら 、

和
気
あ
い
あ
い
の
一

時
を

過
ご
し
た

。

「
来
て 、

観
て 、

味
わ
っ
て
本
当
に

良
か
っ
たL
「

こ
ん
な
旅
は 、

今
だ
か

つ
て
無
か
っ
た」

等 、

愛
媛
が
初
め
て

の
方
が
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

こ
の
旅
に
つ
い
て 、

五
感 、

六
感
胸
打

つ
思
い
と 、

感
激
一

入
の
言
葉
を
い
た

だ
い
た

。

こ
の
地
域
に 、

美
し
い
自
然 、

手
作
り
の
味
が
あ
り 、

打
て
ば
響
く
仲

間
達
が
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
た 。

初
め
て
農
体
験
に
挑
む
学
生
さ
ん
か
ら

は 、

ど
ん
な
答
え
が
返
っ
て
く
る
の
で

し
ょ
う
か 。

そ
ん
な
新
し
い
風
を
入
れ

な
が
ら 、

少
し
で
も
住
み
良
い
地
域
づ

く
り
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と

ω

思
い
ま
す 。

。

0 0 0 

0 0 0 
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リレーで
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十
一

月
二
・

三
日
の
二
日
間 、

毎
年

行
わ
れ
る
大
洲
祭
と
並
行
し
て 、

大
洲

浪
漫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た 。

赤
煉
瓦
館
と
古
い
町
並
み
が
残
る

「
お
は
な
は
ん
通
り」

を
舞
台
と
し
て 、

大
正
時
代
を
コ
ン
セ
プ
ト
に 、

時
代
衣

装
を
着
て 、

人
力
車
が
走
り
回
り 、

大

道
芸
が
そ
こ
か
し
こ
で
大
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た 。

一
一
日
間
の
浪
漫
祭
は
大
成
功
に
終
わ

り 、

多
く
の
市
民
の
方
々
に 、

残
っ
て

い
る
古
い
町
並
み
に
つ
い
て
も
う
一

度

考
え
て
い
た
だ
く
機
会
に
も
な
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た 。

こ
の
行
事
は 、
大
洲

市
制
四
十
周
年

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て 、

市
か
ら
も
多
く

の
実
行
委
員
を
出
し
て
い
た
だ
き 、

本

来
住
民
の
主
催
す
る
お
祭
り
と
は
一

味

違
っ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
が 、

市
民

レ
ベ
ル
で
の

町
並
み
保
存 、

ま
た
町 手
つ
く

り
と
い
う
意

味
で
大
き
な

波
紋
が
広
が

り
つ
つ
あ
り 、

来
年
も
ぜ
ひ

行
い
た
い
と

小

さ

な

グ

ル
ー

プ
で
の

討
論
が
続
く

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す 。

さ
て
私
は 、

大
洲
商
工
会
議
所
青
年

部
に
所
属
し
て
お
り 、

町
づ
く
り
を
考

え
る
多
く
の
仲
間
が
い
て 、

そ
の
仲
間

と
一

緒
に
討
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た 。

そ
の
中
の
一

つ
に 、

不
老
庵
茶
室
ラ

イ
ト
ア
ッ

プ
が
あ
り
ま
す 。

大
洲
の
名

勝
地
と
な
っ
て
お
り
ま
す
臥
龍
淵
に 、

臥
龍
山
荘
不
老
庵
茶
室
が
あ
り 、

鵜
飼

い
コ
ー

ス
の
景
観
や 、

い
も
た
き
河
原

の
背
景
に
こ
の
茶
室
を
ラ
イ
ト
ア
y

プ

し 、

風
情
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と

提
案
し
ま
し
た
が 、

な
か
な
か
理
解
し

て
も
ら
え
ず 、

仲
間
内
で 、

六
月
一

日

の
鵜
銅
い
の
セ
レ
モ
ニ
ー

に
合
せ 、

器

材
を
借
り
て
多
く
の
関
係
者
の
前
で
ラ
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「赤煉五館」 前にて

イ
ト
ア
ッ

プ
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た 。

も
ち
ろ
ん
趣
意
書 、

設
置
の
お
願
い

の
チ
ラ
シ
を
直
前
に
手
渡
し
で
配
り
ア

ピ
ー

ル
し
ま
し
た 。

河
原
が
タ
閣
に
包
ま
れ 、

川
面
に
か

が
り
火
が
映
え 、

鵜
飼
い
舟
が
下
っ
て

き
て 、

今
ま
さ
に
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
に

差
し

掛
か
る
頃 、

ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
に
よ

り
山
荘
茶
屋
が
浮
か
び
上
が
る
と 、

あ

ち
ら
こ
ち
ら
の
釆
船
客
か
ら
感
嘆
の
声

が
沸
き
上
が
り 、

そ
れ
を
見
守
っ
て
い

た
私
達
で
さ
え 、

感
動
を
覚
え
た
も
の

で
し
た 。

そ
れ
か
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
設
置
の
案

が 、

ト
ン
ト
ン
拍
子
に
進
ん
だ
の
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

。

ま
た
今
年
は 、



関
係
機
関
か
ら
「

い
も
た
きL

活
性
化

案
作
り
の
依
頼
が
あ
り 、

い
も
た
き
初

煮
会
の
ア
イ
デ
ィ

ア
と
シ
ー

ズ
ン
を
通

し
て
の
活
性
化
に
つ
い
て 、

市
民
レ
ベ

ル
の
提
言
書
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た 。シ

ー
ズ
ン
通
し
て
の
活
性
化
は 、

各

団
体
へ
の
呼
び
掛
け
や 、

機
構
の
見
直

し
強
化
等 、

時
間
を
か
け
て
改
善
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
数
多

く
あ
り
ま
す
が 、

い
も
た
き
初
煮
会
は 、

大
鍋
に
よ
る
市
民
千
名
分
の
い
も
た
き

提
供
や 、

儀
式 、

仕
掛
け
花
火
の
実
施 、

模
擬
店
の
出
店 、

か
が
り
火
の
集
合 、

報
道
関
係
者
か
ら
の
P
R
等
々 、

市
民

を
巻
き
込
ん
で
の
ア
ピ
ー

ル
が
で
き
た

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す 。

最
近 、

町
の
景
観
問
題
が
盛
ん
に
言

わ
れ
て
い
ま
す
が 、

看
板
規
制
の
問
題

等
で
実
際
や
り
に
く
い
面
も
あ
り
ま
す 。

そ
こ
で
私
た
ち
は 、

良
い
も
の
を
ア

ピ
ー

ル
す
る
た
め 、

市
民
に
問
題
提
起

を
す
る
方
法
を
選
択
し
ま
し
た 。

そ
れ
は
大
洲
の
町
並
み
に
ふ
さ
わ
し

い
、

生
け
垣 、

構
築
物 、

建
物
等
景
観

に
関
わ
る
善
行
者
の
表
彰
を
行
う
と
い

う
も
の
で
す 。

いもたき

「
ふ
る
さ
と
大
洲
景
観
賞」

と
名
づ

け
て
毎
年
四
月
の
総
会
時
に 、

来
賓 、

会
員
の
集
ま
っ
た
会
場
で
業
績
を
た
た

え 、

広
く
市
民
に
呼
び
掛
け
て
い
く
も

の
で
す 。

派
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が 、

町
づ
く
り
を
定
着
さ
せ
る
た
め
地
道
に

続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す 。

十
一

月
二
十
日
に
は 、

大
洲
市
民
会

館
に
て 、

大
洲
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
聞
か
れ 、

私
も
参
加
し
ま
し
た 。

テ
ー

マ
は 、
「

住
民
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
加
意
識
の
高
揚」

と
い
う
こ
と

「おはなはん通 り 」 にて

で 、

町
づ
く
り
活
動
報
告
を
中
心
に
行

わ
れ
ま
し
た 。

参
加
グ
ル
ー

プ
は
二
十
グ
ル
ー

プ
近

く
も
あ
り
ま
し
た
が 、

初
め
て
の
開
催 、

ま
た
報
告
が
メ
イ
ン
と
い
う
内
容
の
せ

い
か 、

い
ま
一
つ
盛
り
上
が
り
に
欠
け

て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た 。

で
も 、

各
地
域
に
こ
ん
な
に
活
動
グ
ル
ー

プ
が

あ
っ
た
の
か 、

と
知
っ
て
心
強
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
し 、

主
催
の
「
ま
ち
づ
く

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク」

に
は 、

今
後
に
お

い
て
も 、

討
論
と
交
流
し
あ
え
る
場
所

作
り
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す 。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と 、

私
達
の
町

づ
く
り
活
動
は 、

必
要
性
が
あ
っ
て

行
っ
て
き
た
こ
と
ば
か
り
の
株
な
気
が

し
ま
す 。

た
だ
単
に
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
考
え
れ

ば
一

過
性
の
も
の
で
す
が 、

続
け
て
や

ろ
う 、

そ
し
て
ど
う
す
れ
ば
続
け
ら
れ

る
の
か 、

と
考
え
る
事
が
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す 。

ま
た 、

仲
間
を
募
っ
て
み
ん
な
で
で

き
る
事
を 、

あ
ま
り

気
負
い
せ
ず 、

楽

し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
け
れ
ば 、

と
考

え
て
い
ま
す o

w
多
く
の
仲
間
を
つ
く
る
こ
と
l

u

こ
れ
が
町
づ
く
り
の
原
点
だ
と
考
え

て
い
ま
す 。

。。
。
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。
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四つの*ットワークて生さ否

三五五こ~ 、

風の便り から

えひめ地域ブくり研究会議 代表運営委員

双海町 若 松 進 一

九 .， -.. .. .

て

私
に
関
わ
る
四
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
l

ク
青
年
活
動 、

公
民
館
活
動 、

む
ら
お

こ
し 、

ま
ち
づ
く
り

等 、

長
年
住
民
運

動
に
携
わ
っ
て
き
た
私
に
と
っ
て 、

ア

イ
デ
ィ

ア
と
実
践
の
源
で
あ
る
人
と
情

報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ぐ
ら
い
大
切
な
も

の
は
な
い
が 、

こ
れ
ま
で
に
結
ぼ
れ
て

き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
大
ま
か
に
分
け

る
と 、

次
の
四
つ
に
大
別
さ
れ 、

そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て

こ
れ
か
ら
も
生
き
よ
う
と

き
た
し 、

思
っ
て
い
る

。

①
求
心
力
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

求
心
力
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は 、

十
五

年
前
に
溜
ま
り

場
と
し
て
設
置 、

こ
の

日本で一番海に近い下灘駅での
夕焼けコ ンサー 卜

a'
 

十
五
年
間
に
約
一

万
人
が
訪
ね
て
き
た

私
設
公
民
館
「

煙
会
所」

ゃ 、

青
春
塾

・

朱
夏
塾
・

白
秋
塾
・

玄
冬
塾
を
組
み

合
わ
せ
て 、

十
年
間
で
四
十
回
の
学
習

会
を
目
指
し 、

廃
屋
を
利
用
し
て
も
う

十
五
回
も
続
け
て
い
る
私
塾
「

フ
ロ
ン

テ
ィ

ア
塾L 、

わ
が
町
の
実
践
的
試
み

と
し
て
す
っ
か
り
有
名
に
な
り 、

二
千

人
を
越
え
る
人
が
毎
年
集
ま
る
「

夕
焼

け
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー

ム
コ
ン
サ
ー
ト」

な

ど 、

外
か
ら
自
分
と
自
分
の
町
に
集
ま

っ
て
く
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
る 。

こ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
求
心
力
が
強

け
れ
ば
強
い
ほ
ど 、

個
人
や
そ
の
町
は

素
敵
な
も
の
と
な
る
が 、

自
分
と
町
に

求
心
力
を
つ
け
る
た
め
に
は 、

訪
ね
て

み
た
い

、

逢
っ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る 、

自
分
と
町
の
個
性
溢
れ
る
存
在
感
が
必

24 

要
で
あ
る 。

②
遠
心
力
的
ネ
y
卜
ワ
ー

ク

遠
心
力
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は 、

自
分

が
他
人
や
他
の
町
と
関
わ
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
あ
る 。

何
年
か
前
に
国
立
大
洲
青
年
の
家
で

知
り
合
っ
た 、

大
分
県
下
の
青
年
た
ち

と
の 、

大
分
を
舞
台
に
し
た
サ
ポ
ー
ト

的
活
動
や 、

地
道
な
地
域
づ
く
り
が
高

い
一許
価
を
受
け
て
い
る 、

玉
川
町
ま
ち

づ
く
り
グ
ル
ー

プ
「

源
流」

と
の
ヒ
ュ

ー
マ
ン
な
ま
ち
づ
く
り

研
究
活
動 、

か

つ
て
の
青
年
運
動
や
公
民
館
活
動
を

ベ
l

ス
に
し
た
草
の
根
の
住
民
運
動
支

援
な
ど 、

自
分
の
持
て
る
力
や
能
力
を

請
わ
れ
る
ま
ま
に
発
悔
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
は 、

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
が
ら 、

遠
心
力
に
よ
っ
て
人
々
の
心
に
力
強
く

も
温
か
い
や
る
気
を
お
こ
さ
せ
つ
つ
あ

る
。

遠
心
力
は
広
さ
と
深
さ
が
求
め
ら

れ
る
が 、

指
導
力
と
で
も
い
う
べ
き
遠

心
力
は 、

た
ゆ
ま
ざ
る
学
び
に
よ
っ
て

培
わ
れ
る 。

①
手
つ
な
ぎ
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク



手
つ
な
ぎ
(
手
放
し)

的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は 、

所
属
す
る
組
織
の
一

員
と
し

て
そ
の
役
割
を
担
う
も
の
だ
が 、

会
員

と
リ
ー
ダ
ー

で
は
存
在
や
役
割
が
お
の

ず
か
ら
異
な
っ
て
い
る

。

愛
媛
県
内
の

地
域
づ
く
り
活
動
を
側
愛
媛
県
ま
ち
づ

く
り

総
合
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
支
援
し

た
り
リ
ー
ド

す
る
「

え
ひ
め
地
域
づ
く

り
研
究
会
議」

や 、

無
人
島
に
挑
む
少

年
の
つ
ど
い
な
ど
の
新
し
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動
を
積
極
的
に
追
及
す
る

「
二
十
一

世
紀
え
ひ
め
ニ
ュ
1

フ
ロ
ン

テ
ィ

ア
グ
ル
ー

プ
」 、

自
己
の
探
求
と

テ
1

マ
研
究
を
続
け
る
「

夢
工
房」
な

ど
の
会
員
と
し
て
活
動
す
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は 、

こ
の
指
と
ま
れ
型
の
普
通
の

、'< -�品目ー ー一ー園、ー

全国の仲間と ネ ッ ト ワ ー ク を広げる集会

組
織
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
広
く
活

用
し
て
い
る

。

こ
の
ネ
y
ト
ワ
1

ク
は

同
志
的
性
格
が
強
く
手
つ
な
ぎ
だ
が 、

本
来
は
会
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
手
放
し

の
自
立
が
な
い
と
活
性
化
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
と
は
い
え
な
い

。

④
相
互
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

相
互
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は 、

い
が
一

人
の
人
間
と
し
て
影
響
を
与
え

合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
る
一

日
に
三

枚
の
ハ
ガ
キ
を
毎
日
書
く
プ
ロ
セ
ス
の

中
で 、

百
通
の
手
紙
を
交
換
し
な
が
ら

交
流
を
続
け
て
い
る
和
田
修
三
氏
(
西

土
佐
村)

、

煙
会
所
の
生
き
方
に
共
感

共
鳴
し 、

第
二
縁
関
所
を
設
置
し
て
来

る
人
拒
ま
ず
の
活
動
を
続
け
て
い
る
ち

ろ
り
ん
農
園
の
西
川
文
則
氏
(
丹
原

町)
、

人
間
牧
場
や
東
京
で
市
町
村
役

場
浪
漫
亭
を
経
営
す
る
傍
ら
全
国
行
脚

を
続
け
る
鈴
木
繁
夫
氏 、

双
海
町
に
メ

ダ
カ
家
を
設
置
し 、

宇
宙
メ
ダ
カ
で

す
っ
か
り
有
名
に
な
っ
た
川
口
寄
雄
氏

(
松
山
市)
な
ど
と
の
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は 、

お
互
い
が
新
し
い
感
性
を
磨
き

合
う
と
共
に 、

自
己
発
見
と
で
も
い
う

べ
き
自
己
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
せ
る

お
互

事
が
で
き
る 。

二 、

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
考
え
る

客
観
的
に
自
分
や
町
を
見
つ
め 、

自

分
と
町
の
夢
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
こ

れ
ら
四
つ
の、
不
7
ト
ワ
ー

ク
は 、

内
と

外
か
ら
自
分
と
町
を
磨
き
合
い
な
が
ら 、

知
恵
と
行
動
の
フ
y
ト
ワ
l

ク
を
つ
け

て
ゆ
く
と
同
時
に 、

人
と
情
報
の
検
索

能
力
を
広
げ
て
ゆ
く
が 、

社
会
が
広
域

化
し
た
り 、

便
利
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
必
要
性
は
増
し
て
ゆ

く
し
か
し 、

ネ
y
ト
ワ
l

ク
が
重
要
だ

か
ら
と
闇
雲
に
広
げ
て
も 、

多
忙
に
な

っ
た
り
浅
く
な
り

過
ぎ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
混
線
し 、

か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

。

私
達
は

今
ま
で 、

東
京
を
キ
1

に
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
に
価
値
観
を
置
き
過
ぎ
た
き
ら

い
が
あ
り 、

地
方
か
ら
の
発
信 、

地
方

か
ら
の
提
案
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
こ

そ 、

そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
在
り

方
を
模
索
す
べ
き
で
あ
る
し 、

異
文
化

ギ
ャ
ッ

プ
を
感
じ
る
に
足
り
る 、

異
質

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
て 、

目
的

意
識
や
主
体
性
を
持
っ
た
キ
1

マ
ン
と

し
て
成
長
す
べ
き
で
あ
る 。

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
し
に
地
域
づ
く
り

は
成
り

立
た
な
い
が 、

動
脈
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
と
静
脈
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
う

ま
く
組
み
合
わ
せ 、

自
分
や
町
が
輝
く

地
域
づ
く
り
を
今
後
も
実
践
し
て
ゆ
き

た
い
と
願
っ
て
い
る 。

日本一美 しいふたみの夕 日
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• 鋸の〈にフラッシュ• 

朝
倉
村
臼
坂
ふ
る
さ
と
交
流
館
(
特

産
品
セ
ン
タ
ー)

が、

今
年
四
月
三
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

同
館
は、

当

村
古
谷
地
区
出
身
で
東
京
存
住
の
臼
坂

巌
氏
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
建
築
し

た
も
の
で、

ふ
る
さ
と
公
園
入
口
(
朝

倉
下)

に
あ
り、

物
産
品
売
場
と
和
風

レ
ス
ト
ラ
ン
を
備
え、

前
方
後
円
墳
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
木
造
の
建
物
で
す。

ま
た、

展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け、
「
朝

倉」

の
地
名
を
も
っ
、

市
町
村
の
特
産

品
と
地
名
パ

ネ
ル
を
展
示
し、

全
国
の

朝
倉
を
紹
介
し
て
い
ま
す。

販
売
品
と
し
て
は、
野
菜、
果
物、
花、

農
産
加
工
品、

菓
子、

タ
オ
ル
製
品、

焼
物
な
ど
が
あ
り
ま
す。

和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
は、

地
元
で
生
産

さ
れ
た
新
鮮
な
野
菜、

隣
接
市
で
採
れ

た
豊
富
な
魚
等
を
材
料
に、

美
味
し
い

料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す。

是
非、

一

度
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

※
営
業
時
間

-

特
産
品
売
場
午
前
九
時
1
午
後
六
時

.

和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
午
前
十
時
l
午
後

司、
土
寸

J

1
 

・

休
館
日

毎
週
月
曜
日

※
問
い
合
せ
先

朝
倉
村
役
場
産
業
課

2
0
8
9
8
(
5
6)

2
5
0
0
 

日
本
三
大
カ
ル
ス
卜
の
一

つ
四
国
カ

ル
ス
卜、

姫
鶴
平
に
コ
テ
l
ジ
(
山
荘)

が
五
棟
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
テ
|
ジ
は、

姫
鶴
平
の
標
高

一
、

三
0
0
メ
ー
ト
ル
の
斜
面
を
利
用

し
て
建
設
し、

前
方
に
石
鎚
山
系
や
大

川
嶺
な
ど
雄
大
な
風
景
が
広
が
り、

放

牧
牛
の
声
で
爽
や
か
な
朝
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー

ス
テ
ー
ジ
も
併
設
し
て
お
り、

ア
ウ
ト

ド
ア
で
の
食
事
も
可
能
で、

フ
ァ
ミ

リ
ー
や
グ
ル
ー
プ
で
の
ご
利
用
に
最
適

で
す。建

物
は、

木
造
二
階
建
て
で、

各
棟

に
台
所、
浴
室、
ト
イ
レ、
和
室、
リ
ビ
ン

グ、
ベ
y

ド
ル
l
ム
、

寝
具、
生
活
用
具

等
を
完
備
し、

五
人
用
三
棟、

七
人
用

二
棟
で
長
期
滞
在

が
可
能
で
す。

利
用
料
金、

五

人
用
一

泊
(
一

万

八
千
円)
、
七
人
用
一

泊(
二
万
一

千
円)

で、

利
用
期
間
は、

毎
年
四
月
l
十
一

月
ま
で
で
す。

※
予
約
申
込
先

姫
鶴
平
コ
テ
l
ジ
(
凹
月
1
十
一

月)

8
0
8
9
2
(
5
5)

0
3
2
2
 

柳
谷
村
産
業
開
発
公
社

8
0
8
9
2
(
5
4)

2
5
1
8
 

※
問
い
合
せ
先

柳
谷
村
役
場

産
業
課

8
0
8
9
2
(
5
4)

2
1
2
1
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平
成
六
年
十
一

月
十
一

日 、

愛
媛
県

総
合
科
学
博
物
館
が 、

新
居
浜
市
に

オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た 。

当
博
物
館
は 、
「

自
然
館」
「

科
学
技

術
館」
「

産
業
館」

の
三
つ
の
常
設
展

示
室
に 、

実
物
標
本
や
可
動
模
型
等
を

展
示
し 、

愛
媛
の
自
然
や
科
学
技
術
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
と
と
も

に 、

囲
内
最
大
の
直
径
三
十
メ
ー
ト
ル

の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
備
え
て
い
ま
す 。

ま
た 、

東
予
地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て 、

生
涯
学
習
の
情
報
や
機
会
を

提
供
し
ま
す 。

開
館
以
来 、

動
く
実
物
大
の

恐
竜
や
参
加
型

の
体
験
装
置 、

ま
た
自
然
の
星
空
の
よ
う
な
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
が
人
気
を
呼
ん
で
お
り
ま
す 。

利
用
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で 、

料
金
は
常
設
展
示
室
及
び
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
高
校
生
以

上
五
O
O
円 、

小
・

中
学
生
二
五
O
円 、

ま
た 、

休
館
日
は
月
曜
日
と
な
っ
て
お

り
ま
す 。

皆
様
方
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す 。

※
問
い
合
せ
先

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

宮
0
8
9
7
(
4
0)

4
1
0
0

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
が 、

東
宇

和
郡
宇
和
町
の
丘
の
上
に 、

本
年
十
一

月
十
九
日
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た 。

本
県
初
の
本
格
的
な
歴
史
博
物
館
で 、

全
固
有
数
の
規
模
を
誇
っ
て
お
り 、

多

様
な
展
示
を
通
じ
て
愛
媛
の
歴
史
や
民

俗
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
と
と
も

に 、

生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て 、

さ
ま

ざ
ま
な
学
習
の
機
会
を
提
供
し
ま
す 。

歴
史
の
展
示
で
は 、

弥
生
時
代
の
堅

穴
式
住
居
や
昭
和
初
期
の
大
街
道
な
ど

各
時
代
の
特
徴
的
な
建
物
や
町
並
み
を

原
寸
大
で
復
元
し 、

時
代
の
雰
囲
気
や

民
衆
の
生
活
が
う
か
が
え
る
よ
う
工
夫

し
て
い
ま
す 。

民
俗
の
展
示
で
は 、

愛
媛
の
暮
ら
し 、

祭
り
と
芸
能 、

四
国
遍
路
な
ど
地
域
の

特
色
あ
る
暮
ら
し
ぶ
り
を
紹
介
し
て
い

ま
す 。

こ
の
ほ
か 、

ホ
l

ル
や
研
修
室 、

図

書
館
な
ど
を
備
え 、

各
種
の
講
座
や
研

修
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に 、

施
設
の

利
用
を
受
け
付
け
で
お
り
ま
す 。

休
館
日
は 、

毎
週
月
曜
日
と
年
末
年

始
(
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
一

月
五

日) 、

展
示
室
の
観
覧
料
は 、

大
人
五

0
0
円 、

小
・

中
学
生
が
二
五
O
円
と

な
っ
て
い
ま
す 。

*
問
い
合
せ
先

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

宮
0
8
9
4
(
6
2)

6
2
2
2

• 擦のくにフラッシュ• 
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開催「 え ひ め 地域づ く り 研究会議 '94年次 フ ォ ー ラ ム」

テ ー マ 0"21 世紀への潮流 と ま ち づ く り 』

せ
-
b
 

知お

平成 7 年 1 月 28 日 (土)

松山市道後 「 に ぎ た つ 会館」
え ひめ地域づ く り 研究会議 ・ 働)愛媛県 ま ち づ く り 総合セ ン タ ー

。 と き
0 と こ ろ
0主 催
。内 容

12 : 30 受
13 : 30 開

【 第 1 部]
13 : 40  r新 え ひ め地域づ く り 活動支援事業」 活動報告集会
14 : 40 r海への手紙事業」 の さ ら な る 発展 を 目 指 し て

【第 2 部1
15 : 20 公開討論会

1i'21世紀への潮流 と ま ち づ く り 」
検証 : こ れ ま での ま ち づ く り
考証 : こ れか ら の ま ち づ く り

「 ま ち づ く り 200字の提言」

f寸
A 
:z:;; 

F帆

[第 3 部1
18 : 00 交流会
20 : 00 閉 会

。参加費 フ ォ ー ラ ム 2 ， 000円 交流会4 ， 000円

。 そ の他 申 込み等、 詳 し い こ と は衡)愛媛県 ま ち づ く り 総合セ ン タ ー 内
「 え ひ め 地域づ く り 研究会議」 事務局 ま で

挙選

票 日

1 月 22 日 ( 日 )

愛 媛 県 知 事
こ ぞっ て投票 し ま し ょ う

投

F 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す 。
一

九
九
五
年
も
無
事
幕

明
け
し
二
十
一

世
紀
ま
で
残
す
と
こ

ろ
あ
と
五
年
と
な
り
ま
し
た 。

長
野

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
ワ
ー

ル
ド
カ

ッ
プ
:・

2n 。

国
際
的
行
事
が
め
じ

ろ
お
し
で
す 。

な
に
は
と
も
あ
れ
皆

さ
ん
の
町
が
よ
り
美
し
く
よ
り
活
性

化
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
者
同
士
手
と

手
を
取
り

合
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う・
・ 。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
 

内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
活
動

内
容
に
つ
い
て
の
記
事
な
ど 、

お
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い

。

「
舞
た
う
ん」

編
集
係

二
人
の
M
s
.

(
中
路・
川
原)
ま
で

干
7
9
0

松
山
市
三
番
町
八
丁
目

二
三
四
番
地

愛
媛
県
生
活
保
健
ピ
ル
三
階

側
愛
媛
県
ま
ち
づ
く
り

総
合
セ
ン
タ
ー

T
E
L
0
8
9
9(
3
2)
7
7
5
0
 

F
A
X
0
8
9
9(
3
2)
7
7
6
0
 

発
行
/
平
成
七
年一
月一
日

側
愛
媛
県
ま
ち
づ
く
り

総
合
セ
ン
タ
ー

え
ひ
め
地
域
づ
く
り

研
究
会
議
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